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        碧眼組合

        　

        　０

        　

        　木を隠すなら森の中。なら、悪意を隠すには？

        　

        　１

        　

        　屋上へと続く階段を、足音をたてながら上っていく。

        「もうっ」

        　抑えきれない不満を漏らすけど、やっぱり気は晴れない。絶対に懲らしめてやるという強い意志を持って、私は彼女がいるであろう屋上へ向かっていた。

        　そして、屋上の扉の前でスウッと息を吸ったあと、バンッと音をたてて勢いよく扉を開けた。

        　当然だけど、屋上は殺風景だ。何もない。あるのは高い緑のフェンスだけ。

        　そのフェンスに、一人の少女が背中を預けていた。

        　座ったままフェンスに身を預けていた彼女は、スマホを横向きに持って、イヤホンをつけている。ゲームに熱中しているようで、私が屋上に来たことには気づいていない。

        　そんな態度にまたムカついてしまう。扉を閉めて、ゆっくりと彼女へ近づいていく。

        　いつも通り、一切の乱れのない黒い髪が両方の肩にかかっている。光沢は天使の輪っかに見える。白い肌に、小さな目。一見するとお嬢様みたい。実際、彼女の本性を知らない生徒たちからは羨望の眼差しで見られている。

        　そんな彼女は、私があと数歩で辿りつくというタイミングで、急にこちらを見た。

        　そして目を丸くして、慌てた様子で立ち上がるとスマホを大事そうに抱えたまま走り出した。

        「あ、コラッ！」

        　その背中を追いかけて、私も駆け出す。

        　運動嫌いな彼女は今にも転んでしまいそうな走り方をしていて、見ていて危なっかしい。

        　そして案の定だけど「あっ」と声をあげて、バタンッと前に転んだ。

        「あー、もう。なにやってるのよ、四季ちゃん」

        　転んだ彼女は「うぅぅっ」とよくわからないうめき声をあげていた。

        「あ、愛先輩のせいです……」

        「はぁ？」

        「だって、急に出てきたから、びっくりしちゃったんです……」

        「人をオバケみたいに言うのはやめてよ」

        　無茶苦茶で、とっても失礼な言い分を聞き流しながら、彼女が起き上がるのを手伝ってあげる。幸いなことに、綺麗な顔には傷も汚れもついていなかった。

        　ただ、紺色の制服はかなり汚れてしまった。

        「もうー」

        　世話がやけるなぁと思いつつ、私は膝をついて彼女の制服についた汚れをはたいて落としていく。

        「せ、先輩っ」

        　なぜか顔を真っ赤にした四季ちゃんが、上ずった声をあげた。

        「うん？　なに？」

        「は、恥ずかしいですから……じ、自分でやります」

        「恥ずかしいって、何もないところで転んじゃう方が恥ずかしいと思うけど」

        　それを指摘すると「そ、それは」と言葉を濁して、俯いてしまった。

        　これが一見するとお嬢様な彼女の正体。極度の人見知りで、運動音痴である彼女――東しの雲のめ四し季きちゃん。

        「はい、おしまい」

        　汚れを全てはらい終えると、立ち上がった。

        「ありがとう、ございます」

        「よろしい。あ、でも、これは罰ね」

        「はい？」

        　私はきょとんとする彼女に、力いっぱいのデコピンをした。

        　無防備だった彼女は「きゃうっ」と悲鳴をあげて、おでこを抑えながらその場に座り込んだ。

        　うん、大満足。

        「ひどい……」

        　四季ちゃんがおでこを両手で抑えながら、そう抗議してくる。

        「何がひどいの。先にひどいことをしたのはそっちでしょう。どーして、いっつも私のメッセージを無視するの」

        　腰に両手をあてながら叱るけど、彼女は「だって」と目を逸らす。

        　そう、私が怒ってた理由はそれだった。

        　昨日、私はあることで悩み、彼女に相談を持ちかけていたのに、彼女からの返信は無かった。でもメッセージは間違いなく読まれていたので、明らかな既読スルー。

        　先輩が困ってるのに、ひどい後輩だ。

        　ちなみに、既読スルーをされるのは初めてじゃない。というか、それしかされない。メッセージはかなりの頻度で送るのに、彼女から返信があったことはない。

        　いつもなら許してあげるけど、今日だけはそういうわけにはいかない。

        「アリーちゃんの件、相談させて」

        　未だに座り込む彼女と視線を合わせるため、私もしゃがんだ。

        　彼女の目をジィィッと見つめると、彼女はまた視線を逸らした。

        「……ヤダ」

        　その返答を聞いて、もう一発、デコピンをした。

        　彼女が「きゃうっ」と鳴いた。

        　

        　２

        　

        　すべての発端は、昨日の放課後のことだ。

        　私が所属する演劇部は、次の発表会に向けて部室に集まって準備をしていた。役者の子は台本を覚えていたし、裏方の部員はそれぞれの仕事に打ち込んでいた。

        　全体的に集中しているというより、和気あいあいとした雰囲気だった。

        そんな中、ある少女の声がその場を静まりかえらせた。

        「アリー、衣装が一着足りないわ」

        　夏も一瞬で冬に変わりそうなほど、底が冷えた声が部室に響いた。

        別に大声だったわけじゃないけど、不機嫌な彼女の声にはこういうことを引き起こす力がある。

        　その声の主である東しの雲のめ季き節せつは、部室の壁際にある衣装掛けの前に立って、皆には背を向けていた。表情が伺えない彼女は本当に怖い。

        「えっ、うそ……」

        　丁度季節とは部屋の反対側にいて、衣装の裾直しをしていたアリーちゃんが立ち上がって、動揺を隠せないでいた。

        　演劇部の衣装や小道具を担当している高橋アリーちゃん。ハーフで金髪の地毛と、青い目が特徴の二年生だ。

        「嘘じゃないと思うけど？　私が数を数えられないっていうの？」

        　部室にはたくさんの部員がいたけど、季節の迫力に負けて皆して黙ってしまう。その静寂がアリーちゃんを焦らせるのか、彼女は顔を青くしていく。

        　季節は二年生ながら、この演劇部の部長。部活への情熱があって、芯がしっかりしてるからリーダーにはピッタリなんだけど――とにかく怖い。

        「え、えっと、多分、家に忘れたんだと思う……。き、昨日、ちゃんと持ってこようと準備したはずなんだけど……」

        　後半になるにつれて声が小さくなっていって、ついには首をガクッと下げてしまった。もともとプレッシャーに強いタイプじゃないから、この状況に耐えられなくなったみたいだ。

        　彼女の懸命な釈明に対しても、季節は冷たかった。

        「ふーん」

        　無関心のようにそうとしか反応しないで、しばらく黙ってしまう。

        　誰も喋れない状況に、緊張感が部室を包んだ。当事者であるアリーちゃんは俯いていて表情が伺えない。

        　静寂をやぶったのは、他でもない季節だった。くるりと体を反転させて、ようやく顔を見せた。

        　ピアスの穴を隠すために少し伸ばした髪、彼女のトレードマークでもある赤い縁のメガネ。目つきが鋭いところが、妹の四季ちゃんとは違うところ。

        ただ、その顔を見たとき、私はホッとした。本気で怒っているわけじゃないみたいとわかったから。

        　柔らかい表情じゃなかったけど、眉を吊り上げたりはしていなかった。

        「いいわ。明日、ちゃんと持ってきて。うちじゃあなたしかできない仕事なんだから、しっかりしてよね」

        　許しの言葉が出て、ホッとしたアリーちゃんが顔をあげて「うんっ」と頷いた。

        「ただ、今月で二回目よ。この前は衣装の丈が長かったのよね。珍しい、というかこんなこと初めてよ。アリー、何かあったの？」

        　そういえばそうだった。さすが部長というべきか、季節はそんなことも憶えていたようだ。

        「ううん。なんにもないよ。ちょっとボーッとしちゃってたんだと思う。ごめんね」

        「そう。ならいいわ。その代わり、ペナルティは受けてもらうけどね」

        　突然の宣告に再び部室に緊張が走った。アリーちゃんもかなり驚いている。

        　ただそんな中、彼女ははっきりと刑罰を言い渡した。

        「アリー、今日は愛と一緒に帰りなさい」

        　緊張で固まっていたアリーちゃんが、その宣告に「……え？」と首を傾げた。

        「じゃあ、私は職員室で顧問と話してくるから」

        　季節はそれだけ告げると、何事もなかったようにすたすたと綺麗な足音を残して部室から出て行った。

        　部室はしばらく静寂に包まれていたけど、すぐにそれは終わった。

        「えっ？」

        　私の素っ頓狂な声が、間抜けに響いたからだ。

        　

        「ご、ごめんね、なんか巻き込んじゃって」

        　夕暮れが街をオレンジに染める時間。私とアリーちゃんは二人で自転車を押しながら帰路についていた。

        「ううん、気にしないでいいよ」

        　何度も謝られると、なんだか悪いことをしたみたいな気持ちになってしまう。

        　ペナルティが私と一緒に帰ること。そんな訳のわからないもののせいで、アリーちゃんはどうしていいかわからない様子だった。彼女は積極的に人と話すタイプでもないから、同級生の私に対してもすごく申し訳なさそうだ。

        　でも私は彼女より落ち着いていた。季節は時々、こういうよくわからない無茶を私に回してくることがあるから。

        何がしたいのか本当にわかんないけど、こういうことには慣れていた。

        「アリーちゃんの家って学校の近くの雑貨屋さんなんだよね？」

        　なんとか話題を作ろうと話しかける。

        「うん……ママがやってるの。お店っていうけど、ほとんど趣味だよ。パパは普通の会社員だし」

        「そうなんだ。けど、人気があるって聞いたよ」

        　その店の噂は聞いていた。可愛らしい雑貨が売られていて、私たちのような十代の女の子に人気で、雑誌にも載ったことがあるらしい。

        「人気店ってわけじゃないよ。同じようなお店はいっぱいあるから……」

        　アリーちゃんは謙遜して、首をぶんぶんと横にふる。

        「行ってみたいな。あっ、今日はやってるの？　よかったら案内してよ！」

        　名案だと思って、手を叩いて提案してみた。

        それなのにアリーちゃんは全然嬉しくなさそう。それどころか、急に暗くなって俯いて、足を止めてしまった。

        「え、アリーちゃん？」

        「……開いてないの」

        「お店のこと？　もしかして定休日？　じゃあいいよ、気にしなくて。また今度にしてくれれば――」

        「もうずっと開いてないのっ！」

        　急に彼女が大声をあげたから、ビクッと驚いてしまう。無理もない、だって彼女のこんな声は初めて聞いたんだから。

        　そしてアリーちゃんはポロポロと涙を流し始めた。

        「あ、アリーちゃんっ、どうしたの？　えっ、ねえっ」

        　混乱する私をよそに、アリーちゃんは静かに泣いていた。突然のことに混乱しつつ、何事かとこちらを見てくる生徒たちの視線から逃げるため、私は彼女を人目のないところに連れていくことにした。

        　私、なんか悪いことしたかなと自問自答しながら。

        　

        　学校から少し離れた駄菓子屋さん。時々寄り道する場所で、店主のおばちゃんとは知り合いだった。

        　そのお店の前にベンチがあるので、そこにアリーちゃんを座らせた。

        「どう、落ち着いた？」

        　ここに来るまでの道中でアリーちゃんは泣き止んでいて、赤くなった目をハンカチで拭いながら何度か頷く。

        とりあえず一安心した。

        「愛ちゃん」

        　駄菓子屋さんの扉が開いて、白いエプロンをつけたおばちゃんが出てきた。その両手にはオレンジジュースのはいったコップが握られている。

        「ほら、これでもお飲み」

        「わあ、ありがとー！」

        「いいよ、贔屓してくれればね」

        　私は何度も力強く頷いてから、オレンジジュースを一気に飲み干した。ここまでアリーちゃんを連れてくることと、突然に泣きだしたことへの焦りや混乱で、喉がカラカラだった。

        　おばちゃんがアリーちゃんにもコップを渡すと、彼女は小さくお礼を言った。

        「あら、綺麗な青い目だ。赤くしてちゃ勿体無いよ」

        　おばちゃんはアリーちゃんの頭を撫でたあと、お店の中へ戻っていった。

        「それで、どうしたの？」

        　何で急に泣きだしたのか、お店がずっと開いてないとはどういうことなのか、とにかくわからないことだらけだった。

        　アリーちゃんはコップを両手で包むように持ちながら、それを見つめていたけど、しばらくするとゆっくりと話し始めた。

        「最近ね、ママがおかしいの」

        　

        　３

        　

        　アリーちゃんのお母さん――生粋のアイルランド人であるマキアートさんは、学生の頃に日本に留学し、そこでアリーちゃんのお父さんと出会った。

        そこからアイルランドと日本という地球規模の遠距離恋愛をした後、結婚して日本に移住したという。

        　そしてアリーちゃんを産み、子育ての傍らで趣味であった小物作りを続けて、五年前、友達の勧めで小さなお店を開いた。

        それが雑貨店『Alice』。

        商品が可愛いうえに、趣味ではじめたお店だからという理由で、あまり利益の出ない値段設定も、オシャレと可愛い物には目がないけど財布事情は厳しい女子中高生のハートを掴んで、人気店になった。

        バイトは雇わず、マキアートさんが切り盛りして、アリーちゃんが手伝っていた。そんな親子水入らずの、微笑ましいお店だったらしい。

        　そんな幸せなお店に奇妙な来客があったのは三週間前――。

        「マキアートさんですね？」

        　その日のお店はとても静かだった。

        　店主であるマキアートさんにそう声をかけたのは、顎に白いひげを蓄えた、還暦くらいの男だった。英国紳士のように、杖をつきながら、ハットを被っている姿は、少し浮き世離れしていたらしい。

        　その時、店内にはマキアートさんとアリーちゃんしかいなかった。

        「そうですが、なにか」

        　マキアートさんの日本語は並の日本人より流暢なのだそうで、言葉だけ聞けば外国人だとはまずわからない。

        「私はこういうものです」

        　男は胸ポケットから名刺を一枚取り出すと、それをマキアートさんに渡した。

        アリーちゃんがそれを覗こうとしたのを見ると、彼は「あなたにも」と言って、微笑をうかべながら彼女にも同じものを渡した。

        　名刺にはこう書かれていた。

        『難民保護ボランティア団体・スフィアの会　薬師寺誠』

        　名刺を受け取った親子は二人揃って首を傾げた。聞いたこともない団体で、聞いたことのない名前だったからだ。

        「薬師寺さん、どこかでお会いしましたか？」

        「いえ、はじめまして、ですよ。以後お見知り置きを」

        　彼は右手を胸元にあてながら頭を下げた。

        「実を言いますと、マキアートさんにお願いがあり、ここまで来ました。お話を聞いていただけませんか」

        　マキアートさんはしばらく迷ったけど、お客さんも来ないし、丁度お昼時ということもあったから、お昼休憩ということにして店を一時閉店させた。

        そして三人で近くの喫茶店に行くと、席に着くなり薬師寺が話し始めた。

        「実を言いますと、マキアートさんにご協力いただきたいことがあります。もちろん、無償とは言いません。それなりの報酬を支払わせていただきます」

        「ちょ、ちょっと待ってください」

        　マキアートさんは急に話を進める薬師寺を止めて、はっきりとした口調で主張した。

        「私はあなたや、あなた方のことをよく知りません。だから、報酬を払うと急に言われても信用できませんし、それに私ができることなんて何もないと思います」

        　趣味とはいえ、お店を経営する店長であるマキアートさんは極めて慎重で、いきなり現れた彼をかなり警戒していた。

        しかし、そんな彼女の態度にも、薬師寺は表情を変えることはなかった。

        「あなたのおっしゃることはご尤もです。しかし、我々のことは調べていただければすぐわかりますよ」

        　実際、ここでアリーちゃんがスマホでこの団体のことを検索すると、ちゃんと活動詳細が載ってるような立派なホームページが見つかった。

        「私たちのことをすぐに信用しろというのは無理でしょう。ですから時間をかけていただいて結構です。マキアートさん、実は私はあなたのお店を何度も訪ねているんです。実に素晴らしい腕をお持ちだ。どこかで修行でもなさっていたんですか？」

        「いえ、全て趣味です」

        　薬師寺は目を見開き驚いて、ほおおと感嘆の声をあげた。

        「素晴らしい、実に素晴らしいですな。あれだけのものを趣味で」

        「はい」

        「マキアートさん、私はあなたのその腕をお借りしたいのです。そのためにここまで馳せ参じました」

        　すると薬師寺は胸ポケットから今度は写真を取り出した。

        その写真には黒人の子どもたち――全員が十歳にもなっていない子供たちが写っていて、その真中には若い日本人女性が笑顔で立っていた。

        「これは私たちの仲間と、アフリカの子どもです。実はこの子どもたち、近々日本に移住することになりました。ここの国は情勢が安定しない。そこで我々と現地団体が協力して、子どもたちだけを一時的に日本に避難させるように尽力したのです」

        　写真の子どもたちは汚れた薄い服を着ていて、笑顔だったけど皆痩せ細っていた。

        「そこで我々は彼らの歓迎パーティを開くことにしました。彼らも見ず知らずの国に来て、とても混乱するでしょう。その不安を和らげたいのです。そこで子どもたちにプレゼントを用意するのですが……あなたにご協力願いたい」

        「つまり、私に彼らへのプレゼントを作って欲しい、ということでしょうか？」

        　話の内容から察したマキアートさんが確認すると、薬師寺は目を輝かせながら頷いた。

        「はい。あなたの創るものはきっと子どもたちの心を掴む。そう確信しております。是非ご協力いただきたい。ただ……数が数ですので、しばらくお店は閉じていただくことになります。でも、ご安心ください。それはこちらが補償しましょう。我々には数多くの協力者がいますので」

        　実際、薬師寺はボランティア団体と名乗るわりに高級感のある服装だったらしい。

        「しかし、なぜ私なんですか？」

        　マキアートさんの質問は当然のものだった。彼女は確かにいい腕を持っていたけど、そんな希少なものかというとそうではない。

        　しかし、その質問に薬師寺は今までで一番激しい反応を示した。とんでもないっと声を大きくし、そして急にマキアートさんの両手を掴んだという。

        「あなたでなければならないのです！　子どもたちは急に異国の地に連れて行かれて不安なのです。それを補うには同じく異国の地で生活し、幸せな日々を送ってるあなたのような方々を見るのが一番なのです！　そして、あなたは日本で娘さんも育てながら、立派な店を経営しつつ、幸せな日々を送っておられる。そんなあなたが創るものこそ、我々が欲しいものなのです！」

        　

        　４

        　

        「それでママはそのまま、その人に協力するようになったの」

        「なんだか、聞く限り……胡散臭いね」

        　私はストレートな感想を、オブラートに包むこともなく言った。だって、実際に胡散臭い。その薬師寺って男は怪しい。

        　アリーちゃんは私の感想に「だよね！　そうだよね！」と彼女にしてはとても珍しく声を大きくした。彼女は心から薬師寺を信用していないらしい。

        「つまりマキアートさんは、その薬師寺って男に協力するために店を閉じてるの？」

        「うん。もう、三週間くらい。その間ずっと、その男が用意したビルの一室を借りて作業してるの」

        「作業部屋まで用意してあるの？」

        　彼女はこくりと頷く。よく知らないけど、ボランティア団体というわりにはとても羽振りが良いのは間違いないと思う。

        ビルが団体の所有物なのかもしれないけど、それにしたってマキアートさんのお店があるのにわざわざ場所を用意してるのはおかしい気がする。

        「このこと、誰かに相談した？」

        「パパや親戚にはちゃんと言ったよ。それでパパがボランティア団体に連絡をとってくれたの。けど、間違いなくそういうプロジェクトは存在するんだって。薬師寺とも電話で話したそうなの。パパは、ママがお金を払っているわけじゃないから、詐欺とかじゃないから大丈夫だろうって」

        「けどアリーちゃんはそう思わないんだよね？」

        　アリーちゃんは小さく頷いた。

        「ママね、あの店のことすっごく好きなんだよ。風邪ひいてるのに店を開けるって言うから、喧嘩したこともあるんだもん。それなのに、おかしいよ。ママはなんだか薬師寺と仲良くなっちゃって、ちっとも私の言葉を聞いてくれない……。大丈夫、プレゼントを作り終わったら、ちゃんと開店させるからって――」

        　アリーちゃんがまた鼻をすすって、涙声になった。私は咄嗟にポケットからティッシュを取り出して、それを彼女に渡した。

        彼女は小さく「ありがと」と言いながら受け取った。

        「ねえ、愛ちゃん……私、どうしたらいいかな？」

        　このとき、私はなんて答えるのか正解だったのかわからなかった。まるでちっとも、全然、さっぱり、どう答えるのがベストかわかるはずもなかった。

        　でも――。

        「よし、私が協力するよ」

        　自然とこう言い切っていた。

        　だって、放っておけない。仕方ないじゃない？

        　

        　５

        　

        「愛先輩の、悪癖です……無責任、です」

        「そんな言い方ってないと思うけど」

        　話しを聞き終えた四季ちゃんの評価は、ひどく冷たいもので、私は頬を膨らませた。

        　彼女はまたフェンスに背中を預けて、三角座りをしている。そして手遊びをしていた。

        「でも結局……先輩はどうしたらいいか、わからないんでしょう？」

        　その指摘には思わず「うっ」と言葉が詰まる。

        「わかってるのは、薬師寺って人が怪しいことだけ……。しかも、怪しいってだけで、今のところ実害はない……。それで、高橋先輩のお母さんを説得できる材料を集められるんですか？」

        「だ、だから、四季ちゃんに相談してるんじゃない」

        　そう、私には何もできない。怪しいとは思う。薬師寺も、そのボランティア団体も。でも具体的に何をどうしたらいいかさっぱり。

        　でもだからこそ、私は真っ先にこの後輩に相談した。

        「四季ちゃん、こういうの得意でしょ」

        「得意じゃないです」

        　ぷいっと顔を背けるけど、その両方の頬を挟むように捕まえた。

        「ちょ、ちょっ」

        　四季ちゃんが急に顔を真っ赤にして、逃げだそうとする。

        「得意でしょ。何回、助けられたと思ってるの？」

        　そう、四季ちゃんはすごく頭が良い。それは成績が良いとかじゃない。いうなら、探偵的な能力がある。状況を整理して、誰も気づかないようなことに気づける。

        　そしてそんな力に、私は何度も助けられていた。だから今回のことだって、四季ちゃんに相談すれば、なんとかなると思った。

        「は、はなして」

        　彼女が私から逃げようと、顔をぶんぶんと横に振るけど逃がさない。

        「相談、のってくれるよね？」

        「や、やだ」

        「どうして？」

        「だって……」

        　そのあと、彼女は本当に聞き取れない声で、何かをブツブツと言っていた。ただ、全然聞き取れない。

        「え？　なに？」

        「あ、愛先輩は……八方美人、です」

        「はぁ？」

        　やっと聞き取れた言葉は、かなり失礼で、何よりよくわからないものだった。

        　ただ、四季ちゃんは私が戸惑っている隙に、ついに脱走に成功して立ち上がった。

        「あっ」

        「と、とにかくっ、私は知りません。そもそも、約束を果たしたら、お店は再開させるんじゃないですか？」

        「じゃあ四季ちゃんは、本当にそう思う？　プレゼントを作り終えたら元通りになるって、本当にそう思う？」

        　少し圧を込めて詰問すると、彼女は「そ、それは……」と返事を濁した。

        「ほーら。だって怪しいよ、その薬師寺って男。普通、ボランティア団体がこんな色んなことするの？」

        「だから、知りません。もしかすると、することもあるかもしれませんよ」

        「なによ、その煮え切らない答えは」

        「だって本当にわかんないです。薬師寺って男が怪しい、それだけなんですよ、この状況は。高橋先輩のお父さんが言うように、お金をとられているわけではないから被害はでそうにないですし」

        　そこまで言ったところで、四季ちゃんは急に動きをとめた。

        　どこかにリモコンがあって、その『一時停止』のボタンを押したみたいに止まってしまった。しかし、すぐに首を左右に降って「ないない」と小さく呟く。

        「なに、どうかしたの？」

        「なんでもありません。とにかく、どうすることもできませんね。高橋先輩には悪いですけど、待つしかないんじゃないですか」

        「ひっどい」

        「ふん」

        　四季ちゃんはくるりと背を向けて走り出して、そのまま屋上から出て行ってしまった。

        　なんだか、怒ってるような、拗ねてるような、そんな態度だった。

        「なんで？」

        　さっぱりわからない。

        　

        　

        「そう。そんなことがあったのね」

        　放課後、私は季節と一緒に廊下を歩いていた。両手には小道具が詰まったダンボールを抱えている。あんまり力仕事は好きじゃないけど、演劇部は部員が少ないので贅沢は言えない。

        　そこでアリーちゃんから聞いた話しを彼女に報告した。

        「やっぱり、愛に任せて正解だったわね」

        　なんのことかわからないけど、季節はとても満足そうだった。

        「どう思う？　怪しいよね」

        「怪しいってもんじゃないでしょ。そこまでくれば、間違いなく黒よ。何を企んでるのか知らないけど、何かしようとしてることは間違いないわ」

        　きっぱりとそう言い切る季節。妹の四季ちゃんとは違い、こういう場面で彼女は言葉を濁さない。断言し、決めつける。

        「ど、どうしようか？」

        　怪しいとは思っていたものの、季節に断言されると急に不安になってきた。たぶん私はどこかで「そんなことはない」と言って欲しかったんだと思う。

        　季節は窓を指さした。そこには私たち二人が薄く映っている。

        制服姿の女子高生が二人、ダンボールを抱えていた。

        「私たちは高校生、何か特別なことはできないわ。窮屈な身分よね。……それで、四季はなんて言ったの？」

        「え？」

        「四季にも話したんでしょ、あいつはなんて言ってたの」

        　特別なことは言っていなかったけど、私は四季ちゃんのことを教えておいた。

        季節はふんふんと頷きながら表情を一切変えなかった。話を聞き終えると、なるほどねとだけ感想を漏らした。

        「あの愚妹、使えないわね」

        　オブラートというものを知らない季節は、容赦なくそう断罪した。

        「でもまあ……拗ねたくなるのも、わかるけどね」

        　季節は私を横目で見ながら、ククッと喉を鳴らした。

        「え、なんで？」

        「さあ？　自分で考えてみたらいいんじゃない？　あーあ、四季も大変ねぇ」

        　姉妹揃って、よくわからないことばかり言うから、だんだん混乱してきた。

        「とにかく。どうにかしないといけないわね。まあ、策はあるわ」

        　季節は片側の唇を釣り上げて微笑んだ。彼女がこの、童話に出てくる意地悪な魔女みたいな笑い方をするときは大体、いいことが起きない。

        「明日は土曜日。愛、予定を開けておいて。埋まってるなら取り消して。それに、アリーも連れて行かないといけないわね。最後のあれは……餌でも用意したら、食いつくでしょう」

        　

        　６

        　

        　翌日の土曜日のお昼すぎ、私と季節とアリーちゃん、そして四季ちゃんはある商店街の通りを歩いていた。

        アリーちゃんは赤いフードのついた服を着ていて、季節の命令によりフードを着用していた。

        　そして私たち三人の後ろでは不機嫌そうな四季ちゃんがスマホをいじっている。

        「ぶ、部長？　このフード、いります？」

        「あなたは薬師寺って男に会ってるんでしょう。それなら万一のときを考えて、顔は隠しておくべきよ。我慢しなさい」

        　季節はオレンジ色のベレー帽を頭にのせるようにして被って、時折それが落ちないように形を保っていた。日頃の彼女はこんな帽子はしないから、これも万一のことを考えてのことだろう。

        「それでアリー、そのビルっていうのはそろそろなのよね」

        「うん。あと少しだよ」

        　私たちはマキアートさんが篭もって作業をしているというビルへ向かっていた。この商店街をぬけたところにあるらしい。

        　季節の言い出したら止まらない性格にはもう一年以上付き合っている私は慣れっこだけど、アリーちゃんは当惑していた。

        部活では仲がいいけど、一緒に出かけたりすることはなかったから。

        　そして当惑する彼女以上に、迷惑していたのが後ろの四季ちゃん。

        「どうして私まで……」

        「うるさいわよ、サボり魔。最近のサボりを大目に見てやるんだから、黙ってついてきなさい」

        　今のようなやりとりが集合したときからずっと続いている。四季ちゃんは姉の季節の命令には逆らえないから文句は言うものの、逃げ出したりはしない。

        　ちなみに四季ちゃんも一応、演劇部に所属している。とはいえ幽霊部員。帰宅部だった彼女を季節が強制的に入部させた。でも、彼女は滅多に部室に顔を出さない。

        「それに、ちゃんとご褒美もあるんだから、我慢しなさい」

        　その言葉に四季ちゃんがぴくっと反応して、小声で「わかった」と返事をした。なんのことかはわからないけど、彼女が前向きになってくれたなら良かった。

        　今日、季節は四季ちゃんを使って、薬師寺の狙いを特定するつもりなんだろう。それをわかっているからこそ、四季ちゃんは乗り気じゃないんだ。

        　ただ、私としても期待している。だって、彼女ならできると思うから。

        「あっ、あそこだよ」

        　商店街を抜けたところに、横断歩道があった。そしてその向こう側に少し古いビルがあって、アリーちゃんはそこを指さしていた。

        「あそこの三階。そこで作業してるって言ってた」

        　ビルはお世辞にも立派とはいえないものだった。事実、窓ガラスには大きく『テナント募集』と貼ってあるし、清潔感もない。

        　季節が辺りを見渡したあと、ある場所を指さした。そこは安いことで有名なファーストフード店で、ちょうどビルの向かい側にあった。

        「あの店、窓際が空いてるわ。行きましょう」

        　私たちに同意を求めることもなく季節はそれだけ宣言すると颯爽と歩き始めた。

        　ファーストフード店で、適当にメニューを注文すると私たちは窓際の席を確保した。ここからはあのビルがよく見えた。

        「季節、何をするつもりなの？」

        「観察よ。しばらくはね」

        　彼女の回答は短く、それ以外は答えなかった。なんのことかわからない私とアリーちゃんは目を合わせてから首をかしげた。

        　ふと、四季ちゃんに目を向けると、彼女はあのビルを真剣な眼差しで見つめていた。

        なんだかんだ言うけど、四季ちゃんはいつもこうだ。最初は断るけど、いざこうなるとちゃんと謎に向き合う。たぶん、癖なんだろうな。

        「アリーちゃん、マキアートさんの様子はどう？」

        「別に変わらない。家じゃいつも通りだから」

        「最近、おかしいところはなかったですか？」

        　急に会話に入ってきた四季ちゃんの質問に、アリーちゃんが「へ？」と聞き直す。

        「普段と違っていたこと。怪しいと思ったこと。なんでもいいですけど」

        「普段と……」

        　アリーちゃんは顎に手を当てながら最近のことを思い出そうとしていた。

        　その間、季節はストローでジュースを飲みながら外の様子を眺めていた。

        「そういえば……電話してたよ。一週間くらい前に」

        「電話？」

        「うん。相手は薬師寺だと思う。ボランティアがどうとか、募金がどうとか、色々話してた。ごめん、はっきりと聞こえなかったから、詳しくはわかんないや」

        　アリーちゃんの話によると、彼女が学校から帰ってきたときにマキアートさんがどこかへ電話をしてたらしい。その内容がボランティアのことや募金のことだという。

        「その時の様子はどうでした？」

        「別に普通だったと思う」

        　アリーちゃんがそう答えたときに、季節が「出てきたわ」と口にして、全員が一斉にビルの方を見た。

        　ビルから若い男性が出てきた。茶髪姿で鼻も高く、どう見ても日本人じゃない。ワイシャツにズボンという、とてもラフな格好をしていた。

        「……高橋先輩、薬師寺に協力してるのはマキアートさんだけじゃないんですか？」

        　四季ちゃんがビルから出てきた男を目で追いながら確認する。

        「そうみたいだよ。十人はいるって」

        「十人？　まるで、組合みたい……」

        「ほら、また来たわ。今度は戻ってきたのね」

        　季節の視線の先には、さっきの男性が反対側から来た女性に手を挙げて挨拶する姿があった。

        その女性は白髪が少し交じった金髪の背の低い女性で、たぶん五十代くらい。男性と何か話した後、二人でビルの中へと入っていた。

        「碧眼ね」

        「え？」

        「碧眼、今の二人、目が青いのよ。アリー、あなたもそうだってことは、マキアートさんもそうなのよね？」

        「うん。私より青々しいよ」

        　アリーちゃんの碧眼も私から見れば十分青いんだけど、どうやらそれ以上らしい。

        「四季、他に何か気づいたことはある？」

        　姉の質問に、妹は小さく首を左右に振った。

        「……なにもない」

        　短い、最低限の会話を交わした後、姉妹は何も言わなくなった。

        　それからしばらく私たちは黙って、ビルを監視した。なんだか空気が重いし、周りに怪しまれたくないから、私とアリーちゃんは適当に関係のない話をすることにした。

        どうせ何か気づくとしたら、東雲姉妹だから大丈夫だろう。

        「マキアートさんって留学生だったんだよね？」

        「うん。電気工学を学びに日本に来てたらしいの。今でもそういうのはめっぽう強いよ。自分で機械を組み立てたりできるから」

        「へえ、理系なんだね。女性でそういうのは珍しいね」

        「うん。もともと手先が器用なんだって。だからこそ、ああいうお店ができるんだと思う」

        　なんだかちょっとイメージと違うなと思いつつ、私はハンバーガーを頬張った。

        勝手にマキアートさんは刺繍とかの裁縫作業が似合う外国人女性をイメージしていたけど、実のところはエリートっぽい。

        「私のお母さんなんてスマホがややこしいって嘆いてるよ。羨ましいな」

        　私の愚痴にアリーちゃんが小さく笑った時に、四季ちゃんと季節がガタッと音をたてて、同時に身を乗り出した。

        「あ、薬師寺っ！」

        　アリーちゃんが大きな声を出して、窓の外を指さした。

        　薬師寺はアリーちゃんの話通り、英国紳士のような身なりで、杖をつきながら歩いていた。

        片方の手に大きなスタバのお持ち帰り用の袋を持っていて、そのままビルの中へと消えていった。

        「差し入れってところかしら」

        　季節の疑問に、アリーちゃんが「うん」と頷いた。

        「多分そうだよ。ママがやり始めたんだって。休憩の間、みんなとコーヒーとかお茶を飲むらしいよ。そのうちに薬師寺が、その費用は私たちが持ちますって言って、やるようになったって」

        「おかしいです」

        　すかさず、四季ちゃんが口を挟んだ。彼女は身を乗り出すのをやめて、今は静かに椅子に腰掛けている。

        「薬師寺はボランティア団体……。今の高橋先輩の話しだと、ここ最近はあのビルで作業している人たちに付きっきりってことで、他の仕事はできてないはずです」

        　四季ちゃんはジュースを一口飲んでから、さらに続けた。

        「それに、監視していた限り、協力者は全員が白人で碧眼の外国人。それも、やっぱりおかしいです。だって、子どもたちの不安を解消させたいなら、アフリカの人だっていれるはず……」

        　言われてみれば確かにそうだった。薬師寺がマキアートさんを説得した言い分も一理あるけど、協力者にアフリカ系の人がいないのは不自然だ。

        　私の隣ではアリーちゃんが口を開けながら、驚いた様子で四季ちゃんを見ていた。日頃は無口な彼女が、饒舌になったことにびっくりしているみたいだ。

        　私と季節はそんな四季ちゃんを見るのは初めてじゃないから、もうなんとも思わないけど。

        　腕組みをして四季ちゃんの話を聞いていた季節が、妹の意見に賛同する。

        「やっぱり、何かあるわね」

        「ねえ……不気味すぎない？　聞く限り、マキアートさんたちはお金を出してないよ。騙し取られるってわけじゃない。むしろ、ビルを貸し出してるお金に補償金、今の差し入れだって毎日すればそれなりの出費になるよ。それ全部、薬師寺が払ってるんでしょう？　目的が意味不明すぎるよ」

        　なんか、とにかく怖い。明確な悪意じゃない。得体のしれない、底知れない真意が真っ黒で、どう危ないかもわからない。

        「ママに限って、詐欺はないと思うよ。ママ、留学中に友達が結婚詐欺にあって留学資金を騙し取られたことがあるんだって。だからそういうのには警戒心が――」

        「そういう人を騙すのが、詐欺師です。詐欺被害者のほぼ全員が、自分は騙されないって思っていたはずですから」

        　アリーちゃんの言葉を遮って、四季ちゃんが冷たく突き放した。その言葉にアリーちゃんは何か言いたそうにしたけど、マキアートさんのおかれている現状を考えてか、反論できず俯いた。

        「コラッ、言い方ってものがあるでしょう。アリーちゃんも君にとっては先輩なんだからね。わかってるの？」

        　そう叱ると、四季ちゃんは「だって、事実だもん」とプイッと拗ねた子どもみたいに顔を背けた。

        　もう、どうして今回はそんな態度なんだろう。

        　そして、四季ちゃんの隣に座っていた季節が、その様子を笑いながら見ていた。

        「でも、残念だけど私も四季の意見に賛成ね。マキアートさんがどんな警戒心を持っていても、それを突破したのが薬師寺なんでしょう。人心掌握術は心得ているんじゃないの。じゃなきゃ十人も外国人を集められないわ」

        　極めて珍しく、姉妹の意見が一致した。四季ちゃんだけならともかく、しっかり者の季節にそう断言されたのがショックだったのか、アリーちゃんは鼻をすすって泣きそうになった。

        　慰めようとしたけど、行動を起こしたのは季節のほうが早かった。

        彼女の頭を弱めに撫でるように叩いたのだ。

        「なに泣いてるのよ。あんたのその不安を取り除くために、今こうして集まってるんでしょ。しっかりしなさい」

        「……う、うん」

        　季節は厳しいし、性格的にSだけど、こういうときは本当に頼りになる。言った本人はなんとも言えない顔をしているけど。

        あんまりこういう言葉を言うのが好きじゃないから。ここは姉妹揃って素直じゃない。

        「で、どうするの？」

        　根本的な質問をする私に、季節は答えず、四季ちゃんの方へ目をやった。彼女はいつの間にかスマホを手にして、なにか作業している。

        まさかこんな時までゲームかと驚いたけど、画面を覗き込むと、彼女は地図のアプリケーションを開いていた。

        　そして急に立ち上がると季節に目を向けた。

        「この近くを、探索したい」

        「それでなにかわかるの？」

        　季節の確認に、四季ちゃんは「ううん」と否定してしまった。

        「ただ、確かめるだけ」

        　その言葉に私たち三人は体に電撃が走ったみたいな衝撃をうけた。確かめるってことは、彼女の中ではもう何らかの答えが出ているということだ。

        「……なるほど。いいわ、ならそうしましょう」

        　季節は追求せずに立ち上がると、私たちにもそうするよう催促した。アリーちゃんは四季ちゃんのことをあまり知らないから、どういうことか状況が読み込めないでいた。

        「大丈夫、なんとかなるよ。今はとにかく四季ちゃんを信じてあげて」

        　彼女の両肩に手をのせて、そう言って安心させる。彼女は戸惑いながらも頷いてくれた。

        　季節が先に歩き出して、私たち二人はその彼女の後ろにつく。そして最後に歩き出したのは四季ちゃんだった。

        　彼女は窓の向こうにあるビルを見つめながら、本当に小さく、こう呟いた。

        「……怖い」

        　

        　７

        　

        「す、すいみんぐ？」

        「スキミングよ。愛、ついにカタカナまで読めなくなったの？」

        　季節の容赦のないツッコミが心にぐさっと刺さる。そして確かに私が読んでいたポスターには『スキミングにご注意ください！』と大きく書かれていた。

        　今、私たちはあのファーストフード店から少し歩いたところにある銀行にいた。

        　銀行内では大人たちが窓口に列をなして並んでいたり、ソファーで何かの順番を待っていたりする。カウンターの向こうでは職員さんたちが静かに、素早く作業している。

        　なぜそんなところに私たちがいるかというと、真っ先に四季ちゃんが向かったのがここだったから。当の本人はソファーに腰掛けて、辺りを見渡している。

        　私は退屈だったので、壁に貼られたポスターを読んでいたところを季節に馬鹿にされたというわけだ。

        「スキミング。ATMのカードをいれるところに細工して、差し込まれるカードの情報を盗むってやつね。前にワイドショーで特集をやってたのを見たわ」

        「へえー。怖いことがあるんだね」

        「怖いに決まってる。お金のことだもの。どんなに未来になっても、たとえ人間が不老不死になっても、お金が絶対に安全ってことはないわ。人のお金を奪うのは、いつだって人なんだから」

        　季節が何かを悟ったように、遠い目をして断言した。まだ高校生だけど、子どもだけど、季節の意見はきっと間違ってない。それは私でもなんとなくわかる。

        「アリーちゃんは？」

        「四季がね、電話帳が欲しいって。だから近くに公衆電話がないか、探させてるわ。ずっと落ち着かない様子だったし、体を動かしてたら気も紛れるでしょう」

        「電話帳？　何に使うの？」

        「知らないわよ。ただ、四季が欲しいって言うからには、何かあるんでしょう」

        　その時に聞き慣れたメロディーが聞こえてきた。季節のスマホの着信音で、彼女はすぐさまポケットからスマホを取り出すと「もしもし」と応答した。

        「……そう、わかったわ」

        　わずかな会話だけして、私の方を向いた。

        「アリーよ。公衆電話が見つかったって。そこで待ってるらしいから、行きましょう。四季を呼んできてくれる？」

        「わかった」

        　季節はまたアリーちゃんと話し始める。具体的にどこにいるのかを聞き出しているみたいだ。

        その間に、私は椅子に座っていた四季ちゃんの元に駆けて行った。

        「四季ちゃん、公衆電話が見つかったって」

        　彼女はその報告にとっても落ち着いた様子で「はい」と立ち上がった。

        「もう用事は済んだの？」

        「もともとダメ元でしたから」

        　よくわからない彼女の返答。ここにいたのはなんでよと質問したかったけど、どうせ答えてくれないからやめた。

        　銀行の出口で季節が待っていて、三人でアリーちゃんのいる公衆電話に向かった。

        　歩いて三分ほどのところに、一つだけ忘れられたように公衆電話が設置されていて、アリーちゃんがそこで両手に大事そうに電話帳を抱えて待っていた。

        「ご苦労ね、アリー」

        「す、すごく苦労したの。中々見当たらなくて、仕方ないから近くのコンビニの店員さんに聞いたの。ああ、スタバの隣だったんだよ」

        「それ、見せてください」

        　話を無視して、四季ちゃんが手をのばして電話帳を要求した。

        アリーちゃんが「ご、ごめんね」と謝りながら四季ちゃんにそれを渡すと、彼女はすぐさま電話帳を開いて、すごい勢いでページをめくりはじめた。

        　とんでもないスピードに私とアリーちゃんが呆気にとられていると、彼女は急に「あった」と声を弾ませた。

        「高橋先輩、薬師寺の名刺を出して。愛先輩はスマホでスフィアの会のホームページをひらいてください」

        　いきなりそんな要求をされたものだから、焦ってしまった。アリーちゃんはおろおろとしながら財布から名刺を出して、私はスマホでホームページを表示した。

        　そして四季ちゃんは電話帳、名刺、スマホの三つを交互に何度も見る。まるで間違いがないか確かめるように。

        「……やっぱり」

        「なに、どうかしたの？」

        「電話番号が違います」

        「え！」

        　声を揃えて驚く私とアリーちゃんに、四季ちゃんが電話帳のある部分を指さして見せてきた。そこには『スフィアの会』とあって、電話番号が載っていた。

        「確かに。似てるけど、ホームページや名刺に載ってる番号と違うわ」

        　季節が落ち着いた様子で四季ちゃんに同意する。

        　確かに、下一桁だけ電話番号が違っていた。

        「つまり、どういうこと？」

        「名刺の番号は偽ものです。ホームページは改竄されてます。電話帳が間違ってるはずありませんから……。さすがの薬師寺も、すでに発行されたものを誤魔化すのは無理でしょう」

        「じゃあ、やっぱり……」

        　アリーちゃんの声が震えだす。そんな彼女に、四季ちゃんは神妙に頷いた。

        「薬師寺はボランティア団体なんかじゃありません。マキアートさんは、騙されています」

        　極めて冷静に四季ちゃんは断言した。そこには躊躇はなく、そして自分の発言に間違いがないことを確信しているのがよくわかった。

        　アリーちゃんが一番疑っていたはずなのに、その断言で彼女は青ざめた。実際に物証を示されながら第三者にそう言われたので、急に怖くなったんだろう。

        私はそっと彼女の手を握った。気休めになればいいけど……。

        なぜかその様子を四季ちゃんが複雑そうに眺めていたけど、私と目が合うと、すぐに季節に話しかけた。

        「お姉」

        「わかってるわよ」

        　季節は財布から取り出した百円硬貨を公衆電話にいれると、四季ちゃんの持っている電話帳を見ながら、番号を押していく。

        「……もしもし、私、遠藤と申します。スフィアの会でいらっしゃいますでしょうか」

        　季節は声音を変えて、電話口の誰かと話し始めた。

        さすが、演劇部部長。いつもとは全然違う声で、彼女を知ってる人でも、まず彼女とはわからない。

        電話の相手も、話しているのが偽名を使った女子高生だとは想像もしてないと思う。成人をすぎた社会人の女性くらいに思ってるはず。それくらい、季節の演技は絶妙だった。

        　そして彼女はしばらく話しをしてから、受話器を置いた。

        「難民保護の計画なんてないそうよ。あと、薬師寺って人はいるけど、若い男だって言ってたわね」

        　これで確定した。

        薬師寺と名乗った男は、ボランティア団体の職員でもなく、そもそも薬師寺という名前ですらない。目的はわからないけど、名刺を偽造し、ホームページを改竄した……悪人だ。

        「今どき、電話帳なんて見ないですから。電話をかけるとしても、番号はネットで調べるはず。薬師寺はそれを利用したんです。本物かどうか確認しようとすると、偽物に繋がるように細工をしてたんです」

        　電話帳を元あった場所に戻しながら、四季ちゃんが解説した。

        　アリーちゃんの話しでは、彼女のお父さんがスフィアの会に電話をかけていた。おそらくそれも渡された名刺か、もしくはネットで調べた番号にかけたはず。

        　怪しいと思われる話だから、裏をとられることは予想して、こんなところからも騙してるんだ。

        「それで四季、薬師寺と名乗ったあの男は、一体何を企てているの？」

        　季節が『もうわかっているんでしょう？』という目つきで四季ちゃんに訊くと、彼女は少しだけ黙った。

        自分の意見に間違いがあるかもしれないという不安か、それとも他になにか躊躇することがあるのかわからないけど、短い沈黙が生まれた。

        　それでも、ついにその重たい口を開けた。

        「銀行強盗」

        　

        　８

        　

        　横山悟という本名を、自分でも久々に耳にした。

        　最近はずっと『薬師寺誠』と名乗っていたせいで反応に遅れてしまい、それが自分の名前だと思いだしたときにはもう遅かった。

        　時間は明け方。今日は自分が朝飯を買ってくる当番だった。コンビニで適当にパンと飲み物を人数分買って、それを持ってアジト――さびれたアパートへ戻っている途中のことだ。

        　目の前には二人の屈強な男がニヤニヤしながら立っていて、振り向けば、四人の制服姿の警官がいた。

        　アジトはアパートの二階にあり、一段一段上るたびに嫌に軋む階段を上っているところで、本名で呼ばれた。

        　咄嗟に逃げようとしたが、衰えた体に嘘はつけず、階段から飛び降りようと手すりに足をかけたところで、男たちに押さえつけられる。

        「おい！　離せ！　私は何もしてないぞっ！　この公僕どもがあっ！」

        「なぁにが何もしてないだ、この爺っ。サイトの改竄は立派な犯罪なんだよ！」

        　必死に暴れるが、すぐに息があがってしまう。そんな体では日頃訓練で鍛えている警官たちに敵うわけもなかった。

        両手を背中に回されて、思い出したくもない、冷たくて重い、あの感触が手首に戻った。

        　カチャッという手錠のかかる音が、耳の奥まで届いた。

        「や、やめろぉぉぉっ！」

        「騒ぐな！　おい誰か、こっち手伝えっ！」

        　両手を塞がれた状態で大声をまき散らしながら暴れるが、警官たちに口をふさがれて、体を抑えられて、それもできなくなった。

        そんなときに、どこかに隠れていたパトカーがランプを灯しながら現れた。

        「色々話してもらおうか。証拠はたんまりありそうだ」

        　警官の誰かがそう言いながら暴れる自分を連行して、投げ飛ばすようにパトカーの後部座席に突っ込んだ。

        　窓からはアジトの部屋から次々と仲間たちが連行されていく姿が見えた。

        「なんで……」

        　息があがったまま思わずそう声を出すが、答える者はいない。警官に挟まれるように座らされて、暴れることも許されないまま、パトカーが発進する。

        　また大金が手に入る。

        　そう、思っていたのに――。

        　

        　９

        　

        「すごいね。ドラマみたい」

        「悪党が最後にひどい目にあう。ありきたりだけど、清々しいドラマね」

        　季節が「ざまあみやがれ」と舌をだして、あっかんべーをしながら走って行くパトカーを見届けた。

        　私と季節、そしてアリーちゃんの三人は、薬師寺と名乗っていた男が潜伏していたアジトの近くの電信柱に身を隠すようにひっついていた。

        ……隠すようにっていうか、完全に隠れているんだけど。

        「刑事さんたちに近寄らないようにって言われてたのに、大丈夫かな？」

        　アリーちゃんが不安に負けて、涙声で季節の腕を掴んで揺らす。

        「大丈夫よ。今は警察の人たちは忙しいもの。犯人が逮捕された以上、情報提供者になんてもう興味ないでしょう」

        　正直、野次馬精神でここまで来たけど、こんなに大きな騒動だとは思わなかった。

        　アパートにはまだ警察官がたくさんいて、今も忙しそうに動きまわっている。本当にドラマみたいで、現実感がない。

        　そして、それに自分が関わったということが信じられなかった。

        　四季ちゃんの推理を思い出しながら、私は現実離れした光景を見ていた。

        　

        「ぎ、銀行強盗っ」

        彼女の推理に思わず大きな声で反応してしまったけど、幸いなことに周りには誰もいなかった。それでも自然と口元を両手で抑えてしまう。

        「薬師寺が企んでるのは、多分それです」

        「物騒な話しね。証拠はあるの？」

        「ない」

        　季節の確認をさらっと否定しながらも、彼女は自分の考えに自信を持っているようだった。

        「でも、確証ならある。……まず、薬師寺という男がなぜあそこに居を構えているか。あそこでなければならなかった、ということが大きいと思います。協力者を騙すならあんなボロいところじゃなくて、もっと綺麗な場所にするはずだから。それなのにあそこだったのは、あそこでないといけないか、あそこしかなかったか。このどちらかです」

        　こうなった四季ちゃんは早口で、ちゃんと集中して話しを聞かないと、置いていかれてしまう。

        　四季ちゃんが語り始めると、季節は公衆電話に背中を預けて腕組みをしながら彼女の話を聞く姿勢をとった。

        私とアリーちゃんは彼女の前に立って、ドキドキする心臓を抑えながら聞き耳をたてる。

        「あそこしかなかったということは、ありえません。テナントを募集してるビルなんて、他にもあります。なら、あそこでないと駄目だったんです。なら……それは、なぜか」

        　そこで四季ちゃんはスマホを取り出して操作したあと、その画面を私とアリーちゃんに向けた。

        スマホには地図アプリがひらかれていて、私たちの現在地が赤い点で記されている。

        「あのビルは銀行の近くにありました。おそらく、薬師寺は銀行強盗を企てるにあたって、色々と下準備をしているはずです。下見はもちろん、それに含まれます。あのビルなら銀行の様子を窺うことは簡単です。目と鼻の先ですから」

        「ちょ、ちょっと待ってよ！　薬師寺が何か企てているのはそうだろうけど、どうして強盗だってわかるの？」

        「集団ですることで、大量のお金が手に入ることだからです。そうなると、詐欺か強盗しかありません。でも、詐欺の可能性は低いです。それなら、わざわざ協力者を一箇所に集める意味もありませんから。そんな厄介なことをするのなら、その十人から直接欺し取るはずです。でも、そうしていない以上、あの協力者たちは何かのフェイントなんです。そうなると、もう強盗しかありません。二回目ですけど、この界隈で大金が手に入りそうなところは、あの銀行だけですから」

        　私の質問にまくしたてるように答えてくれたのはいいけど、また別の疑問がわいてきて、それを口にしたのはアリーちゃんだった。

        「ど、どうして集団ってわかるの？　私、薬師寺しか知らないよ」

        「高橋先輩は知らなくても、お父さんは知ってるはずです」

        　一瞬、アリーちゃんは目を点にして、四季ちゃんが何を言ってるのかわからない様子だった。でも、理解した瞬間に息を飲んだ。

        そう、私も言われて思い出した。

        　彼女のお父さんはボランティア団体に電話して、活動が本当にあるのかどうかを確認している。そしてそのあと、薬師寺とも話していたという。

        つまり薬師寺と、最低限もう一人、誰か共犯がいるんだ。

        「そういうことです。次に、ビルを借りたり差し入れをしたり、それなりにお金を使っていますけど、協力者からお金を取っていない以上、あとで回収する算段があるんです。そうなると、やっぱり強盗の可能性が高いでしょう」

        　淡々と説明されると、確かにそうとしか思えなくなってきた。しかし、それでもと思う。

        「強盗なの？　ドロボウじゃなくて？」

        「たぶん、違います。銀行に夜に侵入してお金を盗むのは、今のセキュリティじゃ、不可能です。それなら日中に押し入って逃げた方が、危険性は高いですけど確実です」

        　物騒な二択で、薬師寺が選んだのは、より物騒なもの。なんだか現実感がないけど、どうやらそうみたい。

        　でもここで、ずっと黙って聞いていた季節がクスッと小さく笑った。

        「強盗したあとに銀行から逃げ出すのも相当難しいわよ？　ここは商店街の近くだもの。どうやって逃げるつもりだったのかしら」

        「そう――だから、下準備を入念にしてるんだと思う」

        　季節の少し挑発的な質問に動じることなく、四季ちゃんは相変わらず淡々としていた。

        「強盗にここまで遠回りなことをする人たちだから、周囲にどういうものがあるのかをチェックして、不測の事態にも備えて、逃走ルートはいくつも用意しているはず。この界隈ではいつ頃なにが起こるか、徹底的に調べてると思う」

        　でも、と彼女は続ける。

        「そういうことをするのには、当然下見が必要。薬師寺は杖をついた、歳のいった男でした。強盗に参加するとは思えない。なら、彼は強盗の実行犯じゃなくて、参謀かなにか。逃走ルートの下見は、実行犯自らしてる可能性が高い。その実行犯兼下見が、共犯者です。人数まではわかりません。――でも、一つだけ、わかります」

        　彼女は急に声のトーンを落として、アリーちゃんに目を向けた。そして彼女の目をじっと見つめる。睨まれるような形になった彼女は思わず、「な、なに？」と声を震わせながら、一歩後ろに退いた。

        　そしてそんな彼女に対して、四季ちゃんはその目を指さした。

        「共犯者は、碧眼です」

        　

        　

        「四季の推理は見事に的中だったわね。連行されていった薬師寺の仲間、日本人じゃなかったわ」

        　私たちはあの場から離れて、近くの公園のベンチに座っていた。季節だけがブランコで揺れている。

        さっきまでパトカーのサイレンが鳴り響いていた町内はやはりまだ物々しく、ちょっと不穏な空気だ。

        「共犯者が碧眼で目立つから、それを誤魔化すために同じように碧眼の外国人を周囲に集めていた――最初聞いた時は馬鹿馬鹿しいと思ったのにね」

        　それには全く同意見だった。正直、四季ちゃんは何を言っているんだろうと、疑ってしまったというのが本音。

        　

        　

        　彼女はマキアートさんを含めた協力者は、下見をする実行犯のカモフラージュだと結論づけた。

        「協力者は碧眼の外国人なんです。そんな人物がこの界隈の下見をしていたら、絶対に目立ってしまいます。一回だけならともかく、下見は何度もしたかったはずですから」

        　そこで大勢の外国人を集めることで、その共犯者の存在感を薄める。

        　そのためだけにマキアートさんたちは集められたという。

        「髪の色は変えられても、眼の色は変えられません。事件を起こした後、当然警察は周囲に聞き込み調査をします。その際に、外国人の目撃情報があれば怪しまれるでしょう」

        　四季ちゃんの推理は非現実的だけど、とても理にかなっていた。

        「強盗する時、覆面をしていても目は隠せません。サングラスやコンタクトはアクシデントで外れてしまうかもしれません」

        　コンタクトが何かの拍子で落ちてしまうことはよくあるし、強盗をして誰かと揉み合いにでもなればサングラスは簡単に外れてしまう。

        「その保険として、碧眼の外国人を集めた。聞き込み捜査のとき、警察が『碧眼の外国人に見覚えがないですか』って質問をしても、いっぱいいたからわからないってなります」

        　カメレオンだと直感的に思った。

        ちょっと特殊なカメレオン。自分の色を変えるんじゃなくて、周囲を自分たちの色にする。それが薬師寺たちだ。

        　信じられない内容だけど信じるに値する推理で、私たち三人は口を閉ざした。それぞれ、何を言っていいかわからない様子だったけど、やっぱり最初に口を開いたのは季節だった。

        「その推理が本当だったとして、どうするの？　見過ごす？」

        　姉の確認に、四季ちゃんは首を左右に振った。

        「多分だけど、なんとかなる」

        　

        　その後私たちは警察へ出向いた。そして四季ちゃんの指示通りにあることを要求した。

        それは、薬師寺の名刺から指紋をとって欲しいというもの。

        　当然、最初は相手にされなかった。警察は忙しいんだと叱られてしまったけど、季節が生徒手帳を一人の警官に押し付けて宣言した。

        「もし何もでなかったら学校や家に連絡して、退学にしてくれていいです。だから、調べてください」

        　その力強い言葉と彼女から放たれる威圧に、警官も気圧されたようだった。

        　それにサイトの改竄はすぐに証明できた。そういう物証もあったから、警察は高校生の無茶な要求をきいてくれた。

        そして、ある結果が出た。

        それが『横山悟』という男の指紋が検出されたというもの。

        　横山悟は数年前に詐欺事件で逮捕されて、釈放されたばかりだったらしい。

        　前科者の指紋が出て、状況が明らかに怪しいとなれば、警察は素早かった。すぐさま薬師寺たちをマークすると、アジトを特定して、サイトの改竄などの微罪をもとに逮捕に踏み切った。

        　当然、四季ちゃんの推理は話している。ただ警察も、銀行強盗については半信半疑だったようで、家宅捜索したら何かわかるかもしれないって、言葉を濁した。

        　そしてついに薬師寺――横山は捕まった。

        　

        　

        「銀行強盗計画の有無はこれからわかるでしょうね。あってるかどうか、興味があるわ。愛、あなたはどう思う？」

        　季節が微笑みながらそんな質問をしてくるので、少し迷ってから素直に答えた。

        「あってると思う。四季ちゃんの推理は突拍子もないけど、ここまで全部正解だから」

        「そう。まあ、当の本人は興味がないようだったけどね。とりあえず、逮捕されたって、メッセージだけは送っておいたわ」

        　四季ちゃんは今日いない。季節が一緒に見に来るかどうか尋ねたそうだけど『用事がある』と言って、どこかへ出かけたらしい。

        『あとはもう知りませんから』

        　これが警察へ報告を終えた彼女が口にした言葉だった。もともと乗り気じゃなかったから、当然かもしれない。

        「で、でも、警察の人が言ってたよ。もし四季ちゃんの言う通りだったなら、表彰ものだって」

        　アリーちゃんが両手を叩いて目を輝かせた。意外とこういうのに弱い性格なのかもしれない。

        「無駄よ。四季、そういうの嫌がるもの。あげるって言われたって、いらないって断るに決まってるわ」

        　彼女のことを一番近くで見ている実の姉がそう言うのだから、間違いない。それに、付き合いの短い私でさえそう思う。

        「まあ、とにかく」

        　季節がブランコから飛び降りて、両手を広げて綺麗に着地した。

        「これでマキアートさんは開放されて、店は再開されるわ。良かったわね、アリー」

        「そうだね。なんか事態が大きくなっちゃったけど、もともと私たちの目的はそれだもんね。アリーちゃん、本当に良かったね」

        　彼女は今にも泣き出しそうなほど表情を崩しながら「うんっ」と何度も力強く頷いた。よっぽど嬉しいらしい。

        　泣きそうな表情だけど、それはあの帰り道に見せた表情と違って、笑顔が混じっている。

        「二人とも、本当にありがとうっ。わ、私なんてお礼を言ったらいいか……」

        「くだらないこと言うんじゃないわよ。部員の悩みを解決した、それだけでしょ」

        　そう言ったあと、季節は表情を歪めた。あまり彼女の好きじゃない綺麗な言葉。それでも、たまに口から出てしまう本音。

        　アリーちゃんは目に涙を溜めて「部長ぉっ」と彼女に抱きついた。

        「ああっ、鬱陶しいから離れなさい！」

        　季節はそんな彼女を離そうとするけど、思いの外力強くて上手くいかない。

        「アリーちゃん、四季ちゃんにもお礼を言ってあげてね」

        「いいわよ、あれは」

        　いくらなんでもお礼無しは可哀想だ。決して素直に「どういたしまして」というタイプじゃないけど、喜ばないってわけじゃないから。

        「もちろん、そうするよ！」

        　アリーちゃんがそう元気に返事をした。

        　それを聞きながら私は四季ちゃんについて考える。

        　今日、彼女は一体何をしてるんだろう。自分が解決した事件の顛末を見届けもせずに、どこへ行っちゃったんだろう。

        　そして何より、私はあることが気になっていた。

        『怖い』

        　ファーストフード店を出るとき、彼女が口にした言葉。あれは何だったんだろう。

        　銀行強盗について言ったようには思えなかった。
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        　今日作る予定だった小物に必要な材料を準備していたときのことだった。

        　カランッカランッという鈴の音が店内に響き、マキアートはレジの下で屈めていた体を起こした。

        　鈴はお客さんが入ってくると鳴るようにドアに設置されたもので、そのドアのところに、見覚えのない少女が一人で立っていた。

        　お嬢様みたい、というのが第一印象。白い肌に、黒い髪。人形みたいな黒い目で、じっとこちらを見ていた。

        「ごめんなさい。最近、この店は閉じさせてもらってるの」

        「薬師寺がつい先程逮捕されました。もう、あのビルに行っても無駄です」

        　その言葉に、思わず「えっ」と声を漏らしてしまう。

        　てっきり店が開いているものだと勘違いして入店してきたお客さんだと思ったが、どうやらそうではないようだ。

        　薬師寺が逮捕された。それは衝撃的な話しだったが、彼女はそれを自らの手で確認するよりも、目の前の少女と向き合うことを選んだ。

        「……そう。それで、どうしてそれを私に？」

        「謝りに、来ました」

        　その答えに呆けてしまった彼女を無視して、少女は小さく頭を下げた。

        「……ごめんなさい」

        「ど、どうして、あなたが謝るの？」

        　頭を上げた彼女はまっすぐとこちらの目を見つめ、はっきりと言った。

        「あなたの復讐の邪魔をしてしまったからです」

        　この瞬間、彼女は悟った。

        　この少女は、全て見抜いている――。

        　その事実が妙におかしくて、小さく笑ってしまった。

        「あなた、アリーの友達？」

        「いいえ、知り合いです」

        　それはとても重要なことだと言わんばかりに、彼女は力強く主張した。

        「一応、聞かせてね。復讐ってなんのことかしら？」

        「あなたは薬師寺にわざと騙されたフリをしていましたよね？」

        「質問に質問で返すのは、マナー違反よ」

        「法律違反よりは、マシです」

        　彼女はそう言うとポケットから何かを取り出した。それは一枚のカードのようなもの。少し分厚い、プラスチックでできた一枚の板。

        　思わず息をのんでしまう。

        「これはスキミングに利用される機械。スキマーって名前でしたよね。スタバの横にあるコンビニのATMに仕掛けられてました。お返しします」

        　彼女はレジの前まで来て「あなたのでしょう」と、スキマーを差し出してきた。

        「意外と簡単に取り外せて、良かったです。店員さんに見つからずにすみました」

        　まるでちょっとしたイタズラを自慢するかのような口調のわりには、彼女は無表情だった。

        「機械工学が専門分野のあなたなら、作れても不思議じゃないと思いました。でも、本当は驚きました。……銀行強盗以上に半信半疑でしたから」

        「……どうして、わかったの？」

        「あなたには不審な点がありました。だから、考えたんです。ただ、それだけです」

        　朝だから起きた、夜だから寝た。それくらい当たり前のことだと言わんばかりの雰囲気だった。

        「高橋先輩が言ってました。あなたは昔、友人が留学資金を詐欺で騙し取られたことがあったと。だから警戒心が強くて、詐欺になんてあうはずないって。……そのときは否定しましたけど、実は私も先輩と同意見でした」

        　このとき、マキアートは口の軽い娘を叱りたくなった。

        「あなたにとっては何年住もうが、ここは異国の地。そんな場所で一番気をつけるのは、詐欺師です。ましてやあなたは経営者でもある。だから、どうしてそんな簡単に騙されたのか不思議でした。それで思ったんです。――もしかしたら、あなたは薬師寺を知っているんじゃないかって」

        　少女はまるでどこかで見ていたかのように、言い当ててくる。マキアートはあえて否定せずに、その話に耳を傾けていた。

        「薬師寺は詐欺の前科があったそうです。あの年齢ですから、詐欺はもう何度もしてきた可能性が高い。今回利用したのは外国人でした。彼は外国人の扱いがうまかったです。あなたはともかく、他の協力者は見事に彼に騙されたわけですから。そこで考えました。もしかしたら、薬師寺は過去にも外国人を騙したことがあるんじゃないかって」

        　薬師寺という名前が出てくるたびに、腸が煮えくり返りそうになる。そんな彼女の静かな怒気を感じたのか、少女はコホンッと咳をして誤魔化した。

        「あなたはここに薬師寺が来たとき、思い出したんです。友人を騙した詐欺師のことを。あなたが学生の頃なら二〇年くらい前ですから、覚えていても不思議じゃない。どこかで会っていたんですよね。でも、薬師寺はあなたを覚えていなかった」

        「……ええ、そうよ。顔を合わせたのは一度だけだったから、向こうが覚えてないのは当然ね。……結婚詐欺だったわ。その友達の紹介で私も一度会っていたの。忘れるわけがないわ。あの男のせいで、友達は帰国を余儀なくされたんだから」

        　今でもあの時のことを思い出すと、胸が張り裂けそうになる。友達は本気で彼に恋をしていた。それなのに捨てられ、お金まで騙し取られて、夢であった留学もできなくなった。

        　あの時の彼女の涙を、泣き声を、忘れたことはない。

        「あなたは薬師寺に騙されるフリをして近づき、復讐を目論んだ。あなたも彼の計画にはすぐに気づいた。だから、計画の実行前までには警察に通報するつもりだったんでしょう。では、なぜすぐしなかったのか？　……あなたは、彼からお金を奪い取るつもりだった。そうですよね？」

        　マキアートは何も言わない。否定も肯定もしない。それなのに少女はそれを肯定と受け取って話を進めた。

        「ただ逮捕されるだけじゃ、復讐には足りない。友人が味わった屈辱を、苦しさを、彼に与えないと気がすまなかった。だからあなたは――スタバを利用した」

        　どこが情報源かを考える必要もなかった。これもまた、娘のアリーなら知っていることで、どういう理由かわからないけど、彼女は娘から聞いたんだろう。

        そして、それで、それだけで、ここまで推理している。

        　アイルランドでも日本でも、これほどの衝撃は初めてだった。

        「あなたはスタバでコーヒーを買っていた。それが、おかしいと思いました。あのビルの前には、ファーストフード店があったので、飲み物ならそこで買えたはずです」

        　確かにあのビルの前には、ファーストフード店があった。利用したことはないが、まさか、それだけで自分の計画が見透かされるとは思いもしなかった。

        「コーヒーはいずれ、薬師寺が信頼を得るため、自分がやると言い出す。あなたはそれに期待した。毎日、十人分のコーヒーです。それなりの値段になります。スタバ、ちょっと値が張りますから。繰り返していれば、もしかすると、薬師寺はいつか隣のコンビニにあるATMを利用するかもしれない。これは、一種の賭けだったんでしょう？」

        「そうね。とんでもない賭けだわ。利用しなかったら、どうするつもりだったのかしら」

        「特に、何もするつもりはなかったんです。利用しなくても、彼が銀行強盗の計画を実行する前に通報すれば、それだけでも復讐になりますから」

        「あなたがどこの誰かを、まだ聞いてないの。でも、アリーの後輩ということはわかったわ。だから後輩さん、質問させてね。どうしてそこまで言い切れるの？」

        「電話です」

        　一瞬、何を言われているのかわからなかった。

        「あなたがどこかへ電話しているのを、高橋先輩が見ていました。先輩は薬師寺だと思ったそうですけど、おかしいです。募金という単語が出ていたそうなので。薬師寺がお金の話をあなたにしたとは思えない。だから、確認しました」

        　彼女は胸ポケットからスマートフォンをとりだすと、その画面を見せてきた。発信履歴がずらりと表示されている。

        「いくつかのボランティア団体に電話しました。最近、多額の募金の申し出、ないしはそれに近いものはなかったかって、警察のフリをして確認したんです。そしたら、ある団体が最近、多額の募金はどういう使われ方をするのかしつこく尋ねてきた人がいたと教えてくれました。その人は名乗らなかったそうですが、中年の女性だったそうです。あなたですよね？」

        　確かにそれは自分だった。薬師寺のお金を奪い取っても、それを自分のものにするつもりはなく、彼に利用された団体に寄付しようとした。

        ただ、どれくらいの額になるかわからないので、分散させる計画もたてていた。そのために多くの団体に連絡をとった。

        　電話をアリーに聞かれていたことも予想外だが、その断片的なことだけでここまで推理したというこの少女は、存在そのものが想定外だ。

        「どうせ薬師寺が使っている口座は不正なもの。彼が捕まったあとも、彼は口を閉ざすでしょう。それも想定内。騙し取られたことを知るのは、下手をすれば数年後……あなたの罪は、暴かれない」

        　たとえ、警察にその口座が見つかっても、そこにもうお金はない。牢屋で薬師寺が『あったはずだ』と訴えたところで、詐欺師の言い分なんて誰も信じない。

        　しっかりと考えたはずなのに、こんな年端もいかない少女に見抜かれてしまうなんて。

        「ただ、スキマーがまだコンビニにあったのなら、計画は実行されていないんですよね……よかったです。あなたが、罪を犯さなくて」

        　そこで初めて、少女が表情を和らげた。それは実に高校生らしい、柔らかい笑みで、さっきまで難しい推理を披露してた人物とは思えなかったが、可愛らしいものだった。

        　ただ、彼女はすぐに表情を戻してしまった。

        「これで話しは終わりです。……スキマーは捨ててください。この後、警察が聴取に来るはずですから」

        　彼女は「失礼します」と小さく頭を下げて、背中を向けてしまった。彼女としては、すべてを話し終えたかもしれないが、こっちにはまだ言いたいことがあった。

        「どうして、あなたはそこまでしたの？　推理するだけでもすごいわ。ええ、認める。あなたの言う通りよ。でも薬師寺を逮捕させたり、スキマーをとったり、電話したり、かなりのリスクを負ったのはなぜ？」

        　純粋な疑問だった。彼女がどうしてそこまでしたのか。本当なら無視してもいい。何もわからなかったと言っても、誰もが信じるのに、真実を突き止め、薬師寺や自分の計画を壊したのはなぜか。

        　彼女は止まって、しばらく動かなかった。

        　背中を向けたまま、何か恥ずかしそうに答えを躊躇していたが、少し顔を赤くしながら答えた。

        「演劇部には高橋先輩しかできない仕事があるんです。それに……高橋先輩が落ち込んでると、それを放っておけない人がいて……その人が、私のことじゃなくて、高橋先輩ばっかりに構って……」

        　最後の方になるにつれて、声が小さくなっていったが、なんとか聞き取れた内容からすると、彼女の大事な誰かが、アリーに良くしてくれたことと、彼女がそれに嫉妬していることはわかった。

        つい笑ってしまうと、彼女は顔を真っ赤にしたまま店を出ようとした。

        「待って。まだ、名前を聞いてないわ」

        「…………」

        　少女は最後の質問には答えずに出て行ってしまった。

        彼女はしばらくその店の外を歩いて遠のいていく少女を見つめていたが、すぐに頭を切り替えた。

        　――さて、開店の用意をしなければ。
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        　珍しく四季ちゃんが部活に顔を出すと、いろんな人から手荒い歓迎を受けることになった。

        　というか、十数人の部員に囲まれて「よくやった！」「さすがじゃん！」と、頭をわしゃわしゃとされて、遊ばれていた。もちろん当人は顔を真っ赤にして「や、やめ」と逃げだそうとしていたけど、なかなかできずに困っていた。
　アリーちゃんの困りごとを見事に解決したことは、すぐに部内に伝達された。みんな、アリーちゃんを助けた四季ちゃんを褒めたいという気持ちと、滅多に部活に顔を出さない部員を懲らしめてやろうという相反する気持ちを込めて、遊んでいた。
「は、はなしてっ！」
　四季ちゃんはそんな状況からやっと逃げ出すと、私の背中に隠れて小さくなった。まだ遊び足りない部員たちが、こちらにゆっくり迫ってくる。
　さすがにこれ以上は可愛そうだから、ストップをかけた。
「はいはい、今日はここまでにしてあげて。また今度ね」
　そう制止すると、意外にも彼女たちは「ちぇー」と愚痴りながらも素直に従ってくれた。
「保護者さんが言うなら仕方ないなぁ」
　いや、保護者じゃない。保護者はむしろ姉の季節だから。
　みんなが散り散りになったところで、四季ちゃんが安堵の息をついた。
「どうしたの？　ここに来るなんて、珍しいじゃん」
　四季ちゃんは滅多に部活に来ない。来るときも、季節から『他の部員に示しがつかない』と、引きずられるよう連れてこられることがほとんど。
　自分からここに来るなんて、本当に滅多にないことだ。
「高橋先輩に呼ばれたんです……」
「アリーちゃんから？」
　彼女は乱れた髪の毛を整えながら、こくんと頷いた。
「お礼がしたいから、来て欲しいって……。いらないって断っても、きいてくれなくて」
「そうなんだ」
　でも、そのアリーちゃんはまだ部室に来ていない。彼女が遅れてくるのも珍しいことで、これもまた不思議だった。
「と、ところで……あ、愛先輩」
　なぜか四季ちゃんが顔を赤くしながら、袖をクイクイと引っ張ってくる。
「なに、どうしたの？」
「や、約束の件は、い、いつ……」
　全く身に覚えのない話しに、私は首を傾げた。
「約束？　なんか、したっけ？」
　ここ最近、彼女とした会話を全部思い出していくけど、何かを約束したことはなかったはずで、何のことかさっぱりだった。
　ただ、私のリアクションに彼女はひどくショックを受けていた。
「えっ、だって、謎を解いたら、一緒に出掛けるって」
　説明の途中だったのに、四季ちゃんは「あっ」と声をあげて、部室の中をぐるぐると見渡し始めた。
「お、お姉はっ！」
「季節なら今日は定例の部長会議だよ。今日はこっちには顔を出せないって言ってたけど」
　その事実に四季ちゃんは「や、やられたっ」と地団駄を踏んで、最後には「もうやだぁ」と涙声を出して、その場にしゃがみこんでしまった。
　その彼女の反応で、推理なんかできない私でも、おおよそのことはわかった。
「季節から、謎を解いたら私と出掛けられるって言われたの？」
　私もしゃがんで、すっかりいじけてしまって、三角座りした膝に顔を埋める四季ちゃんにそう確認すると、彼女は声は出さずに小さく頷いた。
　もう、相変わらず季節はよくわからないなぁ。
「どこに行きたいの？」
「えっ」
　驚いた彼女が、ぴょんっと顔を上げた。
「出掛けたいんでしょう？　そんな条件がなくても、四季ちゃんが誘ってくれたら、一緒に行くよ」
　彼女はこの通り、人とのコミュニケーションがちょっと苦手だから、行きたいところがあっても、一人じゃ行き辛いんだろう。だから、私という付き添いが欲しいんだ。
　いつもお世話になってるし、なんだかんだ可愛い後輩だから、彼女の誘いを断るはずない。
　落ち込んでいた彼女の顔がみるみるうちに明るくなっていく。
「わ、私、愛先輩と一緒に――」
　彼女が何かを言おうとしたときに、激しい音をたてて、部室の扉が開いた。私たちを含め、部室にいた全員が扉の方を見ると、そこにはアリーちゃんが立っていた。
　右手には、フリフリのついたゴシック衣装が抱えられている。
「四季ちゃんっ！」
　アリーちゃんのトレードマークである青い目を、キラキラと輝かせながら、四季ちゃんに駆け寄っていく。
　そしてとてもいい笑顔で、ゴシックロリータの衣装を四季ちゃんに差し出した。
「……え？」
「これ、お礼っ！　徹夜して作ったの！」
　演劇部の衣装担当であるアリーちゃん。当然、裁縫は大得意。今までの衣装もすごいものだったけど、今日のこれは特別に気合いが入っているのが、フリフリの多さでわかる。
「着てみて！」
　絶句してゴスロリの衣装を眺めていた四季ちゃんが、全力で首を左右に振った。

        「ぜっっったい、イヤです！」
「ママにも手伝ってもらって、頑張って作ったんだよ！」
「あ、あの、ひとっ。こんな仕返しをっ」
　顔を真っ青にした四季ちゃんが声を裏返した。仕返しって、何のことだろう？
「お願いだから着てみて。絶対に似合うから！」
「い、イヤ！」
　しゃがみ込んでいた四季ちゃんが跳ねるように立ち上がって、アリーちゃんから逃げようとするけど、彼女はすぐに固まってしまった。
　部室の出入り口はもう他の部員が封鎖していて、残りの部員も笑顔を浮かべながら、彼女にゆっくりと近寄っていく。
　打ち合わせもしていないのに、演劇部の意見は一致しているようだった。
「うそ……」
　彼女たちから逃げるために、一歩ずつ後退していた四季ちゃんの背中が壁に当たった。
　そして逃げ場をなくした彼女に、アリーちゃんを先頭にした集団が詰め寄っていく。
「あ、愛先輩っ」
　自分一人じゃどうにもならないと悟った四季ちゃんが、必死の形相で助けを求めてきた。
　でも――。
「お礼だし、受け取ってあげてよ」
　笑顔で彼女を突き放した。

        　私も四季ちゃんのコスプレが見たいって本心は隠しながら。
「そ、そんな……」
　四季ちゃんが絶望したのと同時に、アリーちゃんたちが彼女を捕まえた。
　最後の抵抗に、彼女は一所懸命に暴れるけど、数の力に勝てるはずがないから、きっと最後にはコスプレをされてしまうだろうな。
　そんな彼女をちょっと可愛そうだなと思いつつ、私はそのときに備えて、スマホのカメラレンズを制服の袖で拭って綺麗にした。
「お礼だっていうから来たのにっ。詐欺ですっ、騙されたぁ！」
　そんな四季ちゃんの悲鳴が、部室に響いた。

        　

        　

        【完】


        
            閑話休題【たまには悪くないでしょ？】

            　

            　

            　四季ちゃんの姿を見たとき、私は「わぁ」と感動してしまった。

            「か、かわいいっ！」

            　集合場所に姿を現した彼女は、すでに顔が真っ赤だったけど、そんなことを気にしてられなかった。

            　日頃はストレートにしている長髪を三つ編みにして、そこには花柄のリボンがついている。さらには白いトップスに、白と黒のチェックのスカート。

            　とてもオシャレな服装は、彼女の可愛らしさを引き立てていた。

            「すごい！　似合ってるよ！」

            　興奮気味にそう褒めてあげるけど、彼女は顔を真っ赤にしたまま、今にも物陰に隠れてしまいそうなくらいに恥ずかしがっていた。

            「わ、私の趣味じゃなくて……お姉が」

            「ああ、やっぱり季節のプロデュースなんだ。さすがだね」

            　四季ちゃんにしては大胆な服だと思ったけど、やっぱり季節の意向が働いていたらしい。

            　今日、私はアリーちゃんの件を見事に解決してくれたお礼に、四季ちゃんと出かけることになっていた。

            　そのことを知っていた季節が『楽しみにしてなさい』とやけに張り切っていたのは、こういうことだったらしい。

            「お姉は、こういうの得意だから」

            「だね。あれは羨ましい」

            　季節とも買い物に行ったことがあるけど、彼女は迷ったりしない。服を買うのだって、店内を少し見て回ると、最適な組み合わせをすぐに見つけてしまう。

            　特別におしゃれが好きってわけじゃないから、単純にセンスが良いんだ。

            「まあ、とにかく、行こうよ」

            　四季ちゃんの手をとって歩き出すと、彼女は赤かった顔を俯かせながらも頷いた。

            　

            　四季ちゃんが行きたかった場所というのは、すごく意外だったんだけど水族館だった。

            　数ヶ月前にオープンしたばかりの水族館で、カップルや親子のお客さんが多い。そんな中を二人並んで進んでいく。

            　四季ちゃんは水槽の魚に夢中になっていて、いつも絶対に見せてくれない笑顔をしていた。

            「魚、好きなの？」

            「魚っていうか……生き物は、好きです」

            「へえぇ。なんか意外だね」

            「だって……コミュニケーションがいらないから」

            　その理由に思わずこけてしまいそうになる。

            　頭が痛くなるけど、とても彼女らしい理由だ。いつもならちょっと叱ってやろうと思うけど、今日はそういうのはなしにした。

            　彼女のコミュニケーション嫌いはなんとかしてあげたいと思うけど、すぐに矯正できるものじゃない。

            　その後も四季ちゃんは水槽に張り付いてしまいそうなほど興味津々な様子で、泳ぐ魚の姿を楽しんでいた。

            　滅多に見ることができない姿が微笑ましい。

            「ところで、四季ちゃんって泳げるの？」

            「え？」

            　すいすいと水槽の中を縦横無尽に泳ぎ回る魚を見ていたら、そんなことが気になった。彼女とは学年が違うから、水泳ができるかを知らない。

            「……私が、運動できると思うんですか？」

            「うん。ごめん。私が悪かったね」

            　殺気がこめられた視線と一緒に返事をされて、気遣いが足りてなかったことを素直に謝った。

            「でも残念だね。私は泳ぐの好きなんだよ」

            「そうなんですか」

            「うん。もうやめちゃったけど、スイミングスクールも行ってたんだよ。だから、夏になると海とかプールとかよく行くんだ」

            「はあ」

            「だからね、一緒に行けたら楽しいのになって思ったんだ」

            「……へ？」

            「でも、苦手なら仕方ないね」

            「い、いや！」

            　一人で納得しかけていたら、急に四季ちゃんに腕を掴まれた。

            「嫌いとは、言ってないですっ」

            「そ、そうだね」

            　予想に反した必死な主張にびっくりしてしまう。

            「なら、機会があったらプールにでも行こうか。泳ぎ方、教えてあげる」

            　彼女はそれに目を輝かせて、嬉しそうに頷いた。

            「季節も誘ってあげなきゃね」

            　その一言でなぜか彼女は真顔に戻った。

            　あれ？　なんで？

            　

            　水族館を一通り見て回ると、四季ちゃんはすごく満足そうにしていた。

            「楽しかった？」

            「はい！」

            　彼女らしくない元気な返事で、よっぽどここが楽しかったことがよくわかる。

            　時間はまだ四時で、もうちょっと遊べる。

            「ねえ、四季ちゃん。今度は私に付き合ってくれない？」

            　その誘いに彼女は首を傾げたものの「はい」と返事をしてくれた。

            　私たちは電車とバスを乗り継いで、目的地に向かった。四季ちゃんははじめはどこに連れて行かれるのかわからず、キョロキョロとしていたけど、目的地に近づくと察したようだった。

            　そしてそのお店についた。

            　そこは雑貨店『Alice』で、アリーちゃんとマキアートさんが二人で切り盛りしているお店。ついこの間まで休業していたけど、今は営業を再開している。

            　店内を覗いてみると、今はお客さんはいないみたい。

            「ほら、入ろう」

            「え、私はいいですよ……」

            「何言ってるの。付き合ってくれるって言ったでしょ」

            　なぜか遠慮する彼女の手を引き、二人で入店した。

            　そしてカウンターにいたアリーちゃんと目が合うと、青いエプロンをした彼女は私たちに気づいて、すぐに駆け寄ってくれた。

            「いらっしゃい！　来てくれたんだね！」

            「うん。四季ちゃんも連れてきたよ」

            「…………」

            　アリーちゃんに挨拶もしないで、四季ちゃんは私の背中に隠れてしまう。

            「もう、四季ちゃん」

            「だって、また脱がされる……」

            　ついこの間、部室で彼女を襲った悲劇を思い出し、私とアリーちゃんは二人揃って笑ってしまう。

            「大丈夫。今日はその服がよく似合ってるから」

            　アリーちゃんに褒められたことで自分の格好を思い出して、四季ちゃんはまた赤面した。

            　似合ってるんだから、恥ずかしがることないのに。

            「待ってて。ママを呼んでくるから」

            「え、いや」

            　四季ちゃんの制止を無視して、アリーちゃんはカウンターの奥に消えてしまった。

            　実はアリーちゃんから『四季ちゃんを店に連れてきて』と頼まれていた。なんでも、マキアートさんが会いたがっているらしい。

            　素直に一緒に行こうと誘っても断られると思ったから、何も言わずここまで連れてきた。

            「愛先輩……」

            「まあまあ。怒らないで」

            　四季ちゃんはそのことで色々言いたそうだけど。

            　そうしているとカウンターの奥からアリーちゃんとマキアートさんが姿を見せた。私が会釈すると、マキアートさんは優しい笑顔で「いらっしゃい」と迎えてくれた。

            　実はお店が再開された後、私は何度かお店に来ていて、マキアートさんとも知り合っている。

            「いらっしゃい、四季ちゃん」

            　マキアートさんに声をかけられた四季ちゃんは、私の背中に隠れながら「どうも」とだけ返した。

            「ふふ、あのときとは大違いね」

            「余計なお世話です」

            　どういうわけかわからないけど、マキアートさんと四季ちゃんは面識があるみたい。でもどこで知り合ったかは私もアリーちゃんも知らないし、教えてもらえない。

            「親子揃ってお世話になったんだから、お礼をさせて欲しかったの」

            「……あの服なら、ありがた迷惑でしたよ」

            「あれはお礼じゃなくて、ちょっとした仕返しよ」

            「やっぱり」

            　ジトッとした四季ちゃんの視線を受けながらも、マキアートさんは大人の余裕たっぷりな笑みを浮かべていた。

            「警察からの賞状は断ったんでしょう？」

            「……別に、警察のためにしたわけじゃないから」

            「そうね。きっとあなたは、自分の周りのために頑張ってくれたのよね」

            　素直じゃない四季ちゃんにはその指摘が相当きいたようで、彼女は返事をせずにぷいっと顔を背けた。

            「ふふ」

            　その様子をマキアートさんがおかしそうに笑っている。

            　そして彼女はエプロンのポケットから、ある物を取り出した。

            「これ、渡したかったの」

            　それは手作りのネックレスで、チェーンの部分が美しく銀色に光っていた。そしてヘッドには小さな金色のパイプがついてあった。

            「シャーロックホームズをイメージして創ったの。もらってくれない？」

            　読んだことはないけど、確かにホームズといえばパイプを咥えているイメージだ。

            　四季ちゃんはそのネックレスを何か怖いものでも見るように、じぃーと見つめているだけで、受け取ろうとしない。

            　もう、しょうがないなぁ。

            「マキアートさん、それください」

            　手を差し出してそう申し出ると、私以外の三人が「え」と異口同音に驚いた。

            　でも、マキアートさんだけが全てを察してくれて、ネックレスを渡してくれた。

            「四季ちゃん、じっとしててね」

            　くるりと体の向きを変えて、まだびっくりしている四季ちゃんと向き合う。

            　そしてネックレスを彼女の首にかけるべく、彼女と距離を詰めた。

            「ちょ、えっ！」

            「もう、動いちゃダメだよ。じっとしてて」

            「そんなこと言われても……」

            　彼女はモジモジと落ち着かない様子で、それをアリーちゃんとマキアートさんが小さく笑っていた。

            　四季ちゃんの首に手を回して、ネックレスをかけてあげる。彼女はギュッと目を閉じて固まってしまっている。怖がるようなことじゃないのに、何をしてるんだろ？

            　ただそんな状態ではあるけど、間近に四季ちゃんの顔があるから、つい眺めてしまう。汚れなんて言葉を知らないような白い肌は本当に羨ましい。顔立ちもいいし、大人になったらもっと素敵な女性になるだろうな。

            「あ、愛先輩、まだですか？」

            「もうちょっとだけ」

            「そんな……」

            　それから数秒、彼女の顔を楽しんだあとに「もういいよ」と声をかけた。

            　四季ちゃんがホッと一息ついてから、ゆっくりと目を開けて、ネックレスを見つめる。

            「…………」

            　そしてなぜか物欲しそうな目線を向けてくる。

            「うん？」

            「に……似合ってますか？」

            　なんて当たり前の質問をしてくるんだ、この子は。

            「当たり前でしょ。似合ってるし、可愛いよ」

            　心からそう断言すると、彼女は顔を赤くしたまま、唇を綻ばせた。そして「えへへ」と嬉しそうに笑う。

            　その彼女の反応にマキアートさんとアリーちゃんはハイタッチをして喜んでいた。彼女を喜ばせることに成功して嬉しいみたい。

            　だから私は、声には出さずに、まだ嬉しそうにしている四季ちゃんに――コミュニケーションが苦手な大切な後輩に話しかける。

            　ね？　たまには誰かと関わるのも、悪くないでしょ？

            　

            【完】

            


            


        
    

    
        虚色の絵画

        　

        　０

        　

        　キャンバスを嘘で塗りつぶした。

        　

        　１

        　

        　いつもなら部活に直行するはずの放課後。

        　ただ今日は珍しく、私は部活には顔を出さずに、あるところへ向かっていた。

        　もちろん、部長である季節の許可はとってある。ただ、事情を説明したときはとっても嫌味っぽく「愛は優しいわね。自分の部活より他人を心配するなんて、素敵だと思うわ」と答えられた。

        　言い方に棘はあったけど、あれは間違いなく許可だった。

        　右手に持った手書きのメモをもう一度確認してから、辺りを見渡した。

        「えぇと、この辺りのはずだけど……」

        　周りは高級住宅街で、大きな家々が間隔をあけて建ち並んでいる。ただそれだけで緊張しちゃうのは、私が貧乏性だからだろう。

        　しばらく歩いていると、立派な日本邸宅が目に入った。

        「あ、ここだ」

        　そこに掲げられていた立派な表札には、探していた『落葉らくよう』という二文字があった。

        　おそるおそるインターホンに近づき、そのボタンを押した。

        『はい、落葉でございますが』

        　落ち着いた、年配の女性の声で応答があったので、すぐにカメラに向かって頭を下げた。

        「あ、私は青山愛っていいます。萌奈さんと同じ高校の……えぇと、友達です」

        　変な間を開けてしまったのに、相手は『左様ですか』と至って平坦な声で応じてくれると『では、しばらくお待ちください』と言い残して、通話が切られた。

        　友達……。自分で名乗っておきながら、その表現に引っかかった。でも、ここで他の言葉を使うのは違う気がしたし、同級生じゃ幅が広すぎる。

        　友達っていえば怪しまれず通してもらえると思った。

        　しばらくすると、インターホンから『どうぞ、入ってきてください』と先ほどの声で案内されたので、敷地の中へ入っていく。

        かなり緊張しながら足を進める。

        そしてお昼休みのことを思い出しながら、ため息をついた。

        　

        　２

        　

        「愛ぃぃ！」

        　お昼休みが始まって教室から出たところで、急に誰かに抱きつかれた。

        「わあっ！　って、鈴りん先輩っ……」

        　抱きついてきたのはカールを巻きまくった金髪に、アイシャドーをした眼。ド派手な見た目は、常に目立っていて、校内では有名人である三年生の伊い々い田だ鈴りん先輩だった。

        「愛っ！　ちょー久しぶりだねっ！　あ、抱きついて気付いたけど、おっぱい大きくなった！？　いいね、今度一緒に下着買いに行く？」

        　廊下で堂々とセクハラ発言をしてくるけど、本人には悪気がないので、怒るに怒れない。

        「い、いやー、遠慮したいなぁ……」

        「うん。じゃあ、今度の日曜日にしよっか」

        　おかしい。今ちゃんと、否定したはずなのに……。

        「ううん！　違うの、そうじゃないのっ。ねえ、愛は萌奈もなと仲良しさんなんだよね？」

        「え！　いや、良くはないと……思いますよ？」

        　いきなり鈴先輩が現れたことに驚いてるのに、そこに落葉さんの名前まで出てきたから、動揺しながらも否定した。

        「えぇー。二年の子が『青山さんなら落葉さんと仲良い』って言ってたんだよぉ」

        　先輩は私の両肩を掴んで、ゆさゆさと揺らしてくる。

        「そう言われても……」

        　助けを求めるために周りを見渡すけど、そこには誰もいなかった。さっきまでは確かに、一緒に昼食をとろうと約束してた友達がいたはずなのに……。

        「ま！　とにかくさ、お昼食べよ。おっぱいの成長のお祝いに奢ってあげる！　ね、ね！」

        　鈴先輩は私の腕を掴んで、ずかずかと廊下を進んでいく。すれ違った同級生の一人が口パクで『ご愁傷様』と声をかけてきてくれた。

        　

        　鈴先輩と出会ったのは入学して間もない頃だった。

        　ある日の放課後、廊下で季節と二人で発声練習をしていたら、当時二年生だった鈴先輩がそれを遠くから眺めていた。

        　そして私たちが練習を終えると、早歩きで近づいてきて、戸惑う季節の手を取って目を輝かせながらこう言った。

        『ヌードモデルになって欲しいのっ！』

        　私はあの時の季節の表情が忘れられない。なんというか、ねじ曲がっていた。顔全体で侮蔑を表していた。

        　当然、季節はそれに応じなかった。そして今度は私の手を取って『あなたも！』と頼んできた。私だって断った。

        　今では三年生になった鈴先輩だけど、その頃と変わりなく、マイペースというか、自己流というか、とにかく空気を読まない。

        　今でも気に入った女子生徒には、誰彼構わず『ヌードモデルになって』と頼んでいるようで、定期的に被害が出ている。

        　ただ、それが下心なら怒ったりもできるけど、先輩の場合はそうじゃない。純粋に絵を描くための依頼だから、あまり強く言うこともできない。

        　……良いように言えば、それくらい美術部の部活動に熱心な人だ。

        　

        　食堂の一角を私と先輩が占拠することになったのは、先輩が入ってきた途端に一部生徒が眼をぎょっとさせて、食堂から逃げてしまったからだ。

        　誰だってセクハラはされたくないから仕方ないと思う。

        　というわけで、私と先輩が向き合うように座ったテーブルの周りには誰も座らず、お昼休みの食堂なのに、ずいぶんと静かな空間になってしまっていた。

        　そんなテーブルの上には、およそ四、五人分の料理が並べられてる。

        「あの、先輩？　こんなに食べるんですか？」

        「うん？　お祝いだもん。いっぱい食べていいよ！」

        　あ、私が食べることが前提なんだ……。

        　鈴先輩は並べられた料理の中から、唐揚げ丼を手に取ると、それをスプーンで食べながら喋りはじめた。

        「おっぱいの話もしたいんだけどー、萌奈の話もしたいんだよねぇ。愛はどっちの話がいい？」

        「落葉さんの話でお願いします」

        　周りに人がいないとはいえ、こんな場所で胸の話なんてされてしまったら、恥ずかしくて明日から登校できない。

        「助かるなぁー。やっぱり愛は良い子だねー」

        　そんな脳天気な言葉に苦笑いしつつ、実は非常に困っていた。胸の話も嫌だけど、落葉さんの話だって歓迎できるわけじゃないから。

        　落葉萌奈さん。去年、クラスメイトだった女子生徒で、鈴先輩と同じく美術部。そして……これも鈴先輩と同じで、色々と性格に問題がある。

        「じゃあ、早速なんだけどー、最近萌奈と会ったかな？」

        「さっきも言いましたけど、本当にそこまでは仲良くないんですよ？　いや、悪いわけじゃないですけど……向こうから会いに来てくれることなんかないし、私も用事がないと……」

        　それを聞くと鈴先輩はガクッと首を下げた。そして「そうだよねー」とそのまま額を机にぶつける。

        「萌奈って照れ屋さんなところあるもんね」

        「て、照れ屋さん？」

        　先輩の感性が変わっているのは知ってたけど、落葉さんのあの性格をそう受け止めてるんだ。

        なんていうか、器の大きさが違う。

        「落葉さんがどうかしたんですか？」

        「……来月ね、うちの部員は全員、隣町で開かれる美術展に作品を展示するの」

        「え、あ、はあ……」

        　急に話題が飛んでしまったけど、とりあえず話しを進めてもらうことにした。

        「それでね、今はそれに向けて個人で作品を作ってるところだったけど……」

        　鈴先輩はそこでうつむけていた顔を急に上げると、涙目になりながら私の手をとった。

        「萌奈が作品を台無しにして、部活に来なくなっちゃったの！」

        　そこからの先輩は大変だった。涙をぽろぽろと零しながらも、なぜだか唐揚げ丼はしっかり食べつつ、事情を説明してくれた。

        　食べながら喋るのをやめてくださいとお願いしたけど、鈴先輩は耳を貸してくれなくて、気持ちを高ぶらせながら説明し続けた。

        　そんな状態でも、なんとか内容は理解できた。

        　

        　それは先週のある日のこと。

        今現在、美術部は先輩と落葉さん、そして三人の一年生の部員がいて、その日は美術展に出品する作品の進捗具合を確かめ合うために、珍しく全員が集まることになっていた。

        　美術部は鈴先輩が部長を務めているだけあって、とても自由で、必ず部室に来ることが決められているわけじゃなく、出席は個人に任せられているそうだ。

        美術部で決められていることといえば、ちゃんと作品を創ること。ただそれだけ。そして活動内容と言えば、定期的にどこかの美術展に出展すること。

        　そういう部活動だから、落葉さんが部室に顔を出すのは稀だったという。

        　事件が起きたのはそんな稀な日だった。

        　放課後、先輩が部室に向かうと誰かが早く来ていて、扉が開いていた。そして先輩が中に入ると、信じられない光景が広がっていた。

        　美術室の一角。イーゼルに立てかけられたキャンバスの前に、俯いて立っていた落葉さんがいたという。そしてその手にはバケツがあり、目の前のキャンバスは黒く塗り潰されていた。

        先輩は一目で、それが落葉さんの作品だとわかった。

        「も、萌奈？」

        　困惑した先輩がそう問いかけると、落葉さんは顔を上げて、バケツを放り投げた。

        そして「しばらく来ないから」と言い放って、目も合わせずに部室から出て行ってしまったらしい。

        　そして本当にその日から、落葉さんは部活に来なくなった。

        　

        「何回も家に行ってるんだけど……会ってくれないの」

        「先輩でもだめって……」

        　落葉さんは鈴先輩には心を開いてると思ってたから意外だった。

        「そこでね、誰か同級生に会いに行ってもらおうと思ったの。萌奈、部活以外でも私を避けてるから、ちっとも会えないの。最近は学校自体も休んでるし……同い年の子なら、なんであんなことしたのか、話してくれるかもしれないじゃない？」

        　私からすれば「そうかなぁ」と懐疑的なところだったけど、先輩は本当にそれに賭けているように見えたので、何も言えなかった。

        「だから、ね！　愛、お願い！　萌奈に会いに行って、どうしてあんなことしたのかと、部活に戻ってきてくれるように言って！　一生のお願いだから！」

        　立ち上がって、そう懇願してくる先輩に対して、私は笑顔を向けていた。

        「はい、わかりました」

        　そして、ごく自然にそんな答えをしていた。良い格好をしたかったわけでも、断り切れなかったわけでもない。

        　アリーちゃんの件でもそうだったけど、これは私の悪い癖なんだ。

        　困っている人を放っておけない。

        　

        　３

        　

        　広い家の中を案内されて、たどり着いたのは襖で閉ざされた一室。

        　案内をしてくれたおばさんは落葉さんの親戚らしくて「あの子にお友達が会いに来るなんて珍しい」と話していた。

        　襖をノックすると、聞き覚えのある不機嫌な声で「誰？」と訊かれた。

        「あ、えぇっと……私だよ、青山愛。ひ、ひさしぶり」

        　相手からの返事はない。ただ、部屋の向こうで何かを動かすような物音だけが聞こえてきた。

        「ら、落葉さん？　入っても……」

        「しばらく待ちなさいよ」

        　扉越しだというのに、思わず身が縮まってしまうような声だ。私は言われたまま、そこで待つことにした。

        　しばらくしてから音がやむと「入っていいわ」と許しが出たので、緊張しながら襖を開けた。

        「伊々田先輩のお使い、ご苦労様ね、青山さん」

        　開口一番、核心を突かれた。

        　そこは広い和室だった。無駄なものが一切置いていなくて、部屋の隅に白い布がかけられた四角い何かがあったけど、それ以外は部屋の真ん中に座布団が置かれているだけだ。

        　その座布団の上に、彼女は立っていた。前髪が長くて、右目が隠れてしまっている。対して後ろ髪はポニーテールでまとめられているのが、なんだかとてもアンバランス。

        　そして何より、小さい。身長が本当に小学生くらいで、街で見かけたら絶対に同い年とは思わない。

        「あなた今、また失礼なこと考えたでしょう」

        「えっ、まさか！　そんなことないヨッ！」

        　思わず語尾が上ずってしまったので、落葉さんが唇を歪めた。

        「相変わらず浅そうな脳みそね」

        「……うーんと、相変わらずなのは、落葉さんもだよね？」

        「一緒にしないで。そんな屈辱耐えられないから」

        　傷つくっていうより、頭が痛い。ああ、落葉さんと話てるなあって感じがする。

        　彼女はすたすたと歩いてきて、私を下から覗きこんできた。前髪に隠れた黒くて大きな瞳と眼があって、緊張してしまう。

        「伊々田先輩に厄介ごとを言われてここに来たはいいけど、どうしていいかわからない……そんな顔してるわ」

        「な、なんのこと？」

        　しらばっくれてみるけど、彼女は「馬鹿？」と容赦なく看破してきた。

        「あなたが私の家を知ってるわけないじゃない」

        「あ」

        「私の家を知ってるのは教師と伊々田先輩だけ。あの人だけは馬鹿みたいに……違うわね、馬鹿ね、あの人は。とにかくしつこく聞いてきたから教えたのよ」

        「……先輩、困ってたよ」

        　もう誤魔化せないと思って、そう伝えると、落葉さんは舌打ちをして背中を向けた。

        「だからって、部外者のあなたを引っ張り出してどうしたいのよ」

        「それは私にもわかんないよ」

        「当たり前でしょ。あの人の考えることなんて、誰にもわからないわよ。普通じゃないんだから」

        　お世話になっている先輩なのに、落葉さんは容赦がなかった。でも、言っていることにはすごく同意してしまう。

        　落葉さんは「ああっ」と頭を掻いたあと、また振り向いて私をびしっと指さした。

        「どうせ、あの人に泣きつかれたから事情を聞きに来たってところでしょ」

        「うん」

        　素直に白状すると、あからさまなため息をつかれた。

        「あなたが慕われる理由なんだろうけど、何でもかんでも首をつっこむのはやめてくれないかしら」

        「……ごめん。でもね、私も気になる。落葉さんが絵を傷つけるなんて、おかしいよ。何かあったんじゃないの？」

        「別にたいしたことじゃ」

        「嘘だよ。落葉さん、そんな人じゃないもん」

        　思わず言葉を遮って主張してしまったけど、本当にそう思ってる。

        　落葉さんはこういう性格だから周りからも遠ざけられていたし、彼女も自らそうしてたところがあった。

        　でも、彼女はあの鈴先輩がいる美術部に誰より早く入部して、よく一緒に二人でいた。何度か作品を見せてもらったけど、素人の私にだってすごいものだってわかった。

        　ずっと絵を描いてきて、中学を卒業するときには有名な美術学校からも声がかかっていたらしい。ただ『絵は特別なところじゃなくても描ける』って理由で、普通に進学したそうだ。

        　そんな才能ある落葉さんがただ一人、先輩だけは『あの人は特別』と言っていた。ただ、私にはわからない。先輩の作品はなんというか、すごいインパクトはあるけど、何を描いてるかわからないものだから。

        『あなた、ピカソをすごいと思う？』　

        　一年生のころ、落葉さんにそう質問されたことがある。

        『すごいんじゃない？　私にはわからないけど』

        『でしょうね。あなたには一生かかっても理解できないわ』

        『……すごい直球な悪口だね』

        『あの人はそういうタイプよ。ただ本人に自覚はないけどね。何も考えず、描いてるから』

        『落葉さん、先輩に対してそれは』

        『本当にそうなのよ。ばからしくて、嫉妬もできないわ』

        　確か、そんな会話をしたことを覚えてる。

        　私が今日ここに来たのは、確かに鈴先輩の頼み事を断り切れなかったからだけど、何よりそんな落葉さんが絵を傷つけて、鈴先輩を困らせているってことに疑問を持ったからだ。

        　落葉さんは口は悪いけど、根は悪い人じゃないから。

        「……おめでたい頭ね。そこまで親しくもない同級生相手に、どうしてそんなことが言えるのか、私にはわからないわ」

        　落葉さんが唇をつり上げて笑った。

        「気に食わなかった作品だったの。見てられなくなったから、ああしたのよ。それが何か？」

        「じゃあどうして、部活に来ないって言ったの？　それだけじゃ、鈴先輩を困らせることにはならないよね」

        「別に。元々部室に足を運ぶのは少なかったわよ？」

        「じゃあ、どうして学校まで休むの？　おかしいことばっかりだよ」

        「あなたと違って成績優秀なの。ちょっと休んでも問題ないから、休んでるだけよ」

        　私の疑問にとても落葉さんらしく答えてくるけど、そのどれもが納得できない。でも否定する材料もないから、言葉を飲み込むしかなかった。

        　落葉さんは「さあ」と切り出すと、私の胸をぽんっと押した。

        「用事は済んだでしょう。帰って。次は入れないからね」

        「ま、まだ」

        「展示展は考えておくって、伊々田先輩に伝えて。それとこうも伝えて。もう二度とこんなことはしないでください、もししたら退部しますって」

        　落葉さんはそう冷たく言い放つと、背を向けてしまった。

        　

        　４

        　

        　結果はいつも通り、既読スルーだった。

        　さすがにもう怒る気にもなれないけど、今回も四季ちゃんに協力してもらわないと、私じゃどうにもできない。だから、今日も彼女がいる屋上に向かっていた。

        　屋上の扉を開けると、やっぱり彼女はそこにいた。

        　フェンスに背を預けて座ったまま気持ちよさそうに眠っていた。

        「まったく」

        先輩が困っているから相談を持ちかけているのに、それを無視した後輩がこんなに堂々としているなんて……。

        　彼女の前に行き、しゃがんでその寝顔を見つめる。髪がそよ風でユラユラとゆっくり揺れている。

        　スゥスゥと静かに寝息をたてている顔が本当に可愛い。

        「四季ちゃん」

        　ずっと見ておきたい姿だけど、そういうわけにもいかないので呼びかける。

        　でも、彼女は眠ったままだ。

        「しーきーちゃーん」

        　彼女に近づいていき、右のほっぺを優しく引っ張った。いつもはキリッとしている顔が、一気にだらしなくなって面白い。

        「うっ……」

        「四季ちゃん、起きて」

        　力を入れないでぺちぺちとふとももを叩いたら、四季ちゃんがやっとゆっくりと目を開けてくれた。

        「…………」

        　彼女はしばらく細く開けた目で、ボーッとしていたけど、私を視界に捕らえると急に目を大きくして「キャッ」と悲鳴をあげた。

        　そしていきなり立ち上がろうとしたから、足を滑らせて、すぐにその場で尻餅をついた。

        「っ！」

        「もう、何してるのよ」

        　四季ちゃんはお尻をおさえながら苦悶しているけど、あまりにマヌケな一連の動作に呆れてしまう。

        「だ、だって、愛先輩が……」

        「また私のせいなの？」

        　この前もそう言ってたけど、私はここに来ただけで、彼女が勝手に必要以上にびっくりするんだ。

        「それより、また既読スルーしたでしょ」

        　彼女が落ち着いたところで、さっそく本題に入った。

        「……知りません」

        「そんなこと言わないで。事情は全部、メッセージで送ったでしょ。お願い、力を貸して」

        「……ヤダ」

        　今度は両方のほっぺを摘まみ、さっきより力強く引っ張った。

        「い、いひゃいっ」

        「どーして、君はいつもそう天邪鬼なのよっ」

        　最初から素直に引き受けてくれるとは思ってなかったけど、こうもいつも通りの反応をされるとやっぱり腹が立つ。

        「ふぁ、ふぁって」

        　ほっぺが赤くなる前にはなしてあげると、彼女は自分のほっぺをさすった。

        「だって……また、八方美人」

        「はぁ？」

        「高橋先輩は演劇部だから、まだいいですけど……他の部活のことまで」

        　彼女はなぜか唇を尖らせて拗ねていた。

        「知り合いが困ってるんだから、部活なんて関係ないでしょ」

        　鈴先輩と落葉さんとも付き合いはあるんだから、困っていたら助けたいと思うのは当然だ。

        「……私、関係ないもん」

        「もうっ」

        　そのとき、急に屋上の扉が開いた。私と四季ちゃんが同時にそちらを見ると、見慣れた女子生徒がいた。

        「お、お姉っ」

        　現れたのは私たちが所属する演劇部の部長であり、四季ちゃんの姉である季節だった。

        「相変わらず仲が良いのね、あなたたち」

        　季節は私たちのところまで来ると四季ちゃんを一瞥したあと、私に目を向けた。

        「聞いたわよ。美術部のおちびちゃんと変態のトラブルに巻き込まれたんだって？」

        「おちびちゃんに変態って……」

        「事実でしょう？」

        　そうかもしれないけど……。本当に季節はオブラートに包むってことを知らない。

        「それで、いつもみたいに四季に頼ってるってわけ？」

        「そうなの。季節からも言ってやってよ。頷いてくれないの」

        「だって、関係ないもん」

        「そうかもしれないけどっ」

        　四季ちゃんは季節の言うことには基本的に逆らえないから、季節が味方になってくれれば、きっと大丈夫だ。

        　そう期待していたのに彼女は意外なことを言った。

        「なら、仕方ないわね」

        　その言葉に思わず「え」と驚いたのは、私だけじゃなくて、四季ちゃんも。

        「だって四季は協力したくないんでしょう。なら、諦めるしかないわ」

        「き、季節までそんなこと言うの」

        「元々、愛が勝手に持ち込んだトラブルよ。あなたがあの変態を無視すれば良かっただけなの」

        　期待を裏切られてショックだったけど、言い返されたことが正論すぎて、反論はできなかった。

        　そんな私の様子を、四季ちゃんが勝ち誇った顔で見ている。

        　憎たらしい……。

        「ほら、お姉だってそう言ってます。諦めて――」

        「その代わり、私が協力してあげるわ」

        「え」

        　また私と四季ちゃんの言葉が重なった。さっき以上に予想外の申し出だったから。

        「四季みたいに推理はできないけど、ちょっとは力になれるはずよ。さ、行きましょう」

        　季節は私の手を引っ張って起き上がらせると、なぜか体を引っ付けてきた。

        　その行動に四季ちゃんが目を丸くしている。

        「き、季節？」

        「だからしばらくは二人きりで行動しましょう」

        「――――っ！」

        　四季ちゃんがなぜかはじかれるように立ち上がった。

        「さあ、行きましょうか」

        　季節は私の腰に手を回して、まるでエスコートするみたいに引っ張っていく。急な彼女の行動に困惑してしまい、うまく反応できない。

        「ま、ま、待って！」

        　屋上から出ようとしたところで、四季ちゃんが珍しく大声で制止してきた。

        「なぁに？」

        　このときの季節の笑顔は、友達の私でさえ擁護できないほど悪魔っぽくて、わかりやすく言うなら『いじめっ子』の顔だった。

        「わ、私も……」

        「あら、興味なかったんでしょう？」

        　そんなこと言わないであげてって四季ちゃんの味方をしようとしたら、季節に口を塞がれた。

        「愛には私が力になるわ。だから、四季はここでゆっくりしてればいいじゃない――それとも、仲間に入れて欲しいの？」

        「わ、私が先に」

        「先に声をかけられたのに、断ったんでしょう？　なら言うことが、あるんじゃない？」

        「お、お姉っ」

        「ほら、仲間に入れてって言いなさい。そうしたら、考えてあげるわ」

        　とても意地悪な笑みを浮かべる姉と、それを悔しそうに睨みつける妹。

        　結果として、四季ちゃんは数分後、姉の意地悪に負けて、協力してくれることになった。

        　

        　５

        　

        　放課後の美術部は絵の具のにおいが充満していて、ちょっとクラクラしそうになる。

        　それにいくつものリアルな顔の石膏が並べられていて、夜にこれを見たら失神してしまうと思う。

        　そんな慣れない室内に、私を含めて四人がいた。

        　私と季節は二人並んで椅子に座っていて、その私たちの正面には鈴先輩がスケッチブックを片手に眼を輝かせて鉛筆を走らせていた。

        　そして私たちから距離をとって、窓際に四季ちゃんが立っている。

        　ちなみにさっき四季ちゃんと初めて会った鈴先輩は、いつも通りに「ヌードモデルになって」とお願いしている。

        　先輩のことを知らない四季ちゃんは、その申し出に顔を真っ赤にして「はぁっ」と声を裏返して驚き、すぐに私の後ろに隠れた。

        そして先輩は季節に「いい加減にしろ」と頭を叩かれていた。

        「……早く、話しを進めましょう」

        　一心不乱に鉛筆を動かす先輩を見ながら、ようやく落ち着いた四季ちゃんがそう促すと、季節が「そうね」と同意した。

        鈴先輩が四季ちゃんを諦めるかわりに、私たちを描かせて欲しいと迫ってきたから、仕方なく許可したんだけど、おかげで肝心の話ができてなかった。

        「変態、ちょっと鉛筆を止めなさい」

        「えぇー、いいところなんだよ？」

        「あのおちびちゃんの話をしなきゃいけないんでしょうが」

        　とても先輩に話しかける態度ではない季節の乱暴さを一切気にすることなく、先輩は「そーだけどぉ」と残念そうに走らせていた鉛筆をとめた。

        「愛、萌奈は何か教えてくれた？」

        　その質問に私は昨日のできごとを素直に全て話した。話しを聞いている間、鈴先輩は腕を組んだまま眉を『へ』の字にしていたけど、全て聞き終えると急に明るい顔になった。

        「ありがとね、愛。やっぱり萌奈、愛と仲良いんだねっ」

        「へ？」

        「だって、私はずっと門前払いだったもん。部屋に入れてもらえるなんて、よっぽど愛を慕ってる証拠だよ」

        　とても慕ってる人にとる態度じゃなかったけど、先輩がそこまで言うなら、そうなのかもしれない。

        「それで変態、あんたはどうしたいわけ？」

        「うん？　萌奈がまた部活に来てくれることが一番だよ」

        「絵をぶち壊して、部に迷惑をかけてるのに？　私ならそんな部員は許さないけど？」

        　二年生と三年生という違いはあるけど、季節も鈴先輩と同じく部長だ。彼女の性格からすると、今のは本心だと思う。もし演劇部で誰かが似たような問題を起こせば、彼女は絶対に許さないはず……。

        　でも、先輩の思いは全然違っていた。

        「萌奈くらい絵を大事にしてる子なんていないもん。あんなことをしたのには何か、特別なワケがあるはずだよ。だから、それを知りたいな。先輩として、何かの役に立てるかもしれないじゃない？」

        　季節は考え方の違いには触れず「ふぅん」と答えると、今度は四季ちゃんに目をやった。

        「概要は愛から聞いてるんでしょう。どう思うわけ？」

        「愛先輩の話だけじゃ、わからないことが多いから……」

        　私としても聞いたことをそのまま伝えたつもりだから、私のせいみたいに言われるのは心外だった。

        「ここに当事者がいるんだから、質問しなさい。さっさとあのおちびちゃんの問題を解決させましょう」

        「わかんないことがあるならなんでも聞いてぇ」

        　しゃきっとしている季節と、ぼやっとしている先輩の声が重なって、気が抜けてしまう。四季ちゃんも調子が狂うのか、複雑そうな表情をしていた。

        「じゃあ……落葉先輩は部室にはよく来るんですか？」

        「ううん。あんまり来ないかな、今年に入ってからは特にね。でも、絵を描いてるのはわかるから別にいいんだよね」

        「えぇと、なんでそんなことがわかるんですか？」

        「あのね、においがするの」

        　思わぬ言葉に私たち三人は異口同音に「におい？」とオウム返しをしてしまった。

        「そーだよ。絵の具のにおい。萌奈からはいつもそのにおいがするから、絵を描いてるってわかるんだぁ」

        　予想の斜め上の回答だったので私たちは絶句してしまった。そんなもの感じ取れるのは、きっと鈴先輩だけだと思う。

        「……犬か」

        　季節がぼそっとそう言うと、侮辱されたのに鈴先輩は「あはは」と笑った。

        「萌奈にも同じこと言われたぁ。でもね、本当にするの」

        「先輩がある意味で天才なのはわかったんで、話を戻していいですか？」

        　四季ちゃんが収拾がつかないと思って話題を戻した。

        「なら、あの日、落葉先輩がここに来たのは久しぶりだったんですね？」

        「うん。かなり久しぶりだった。あの日の朝、ここで会って『部室で会うのは久しぶりだね』って話をしたもん」

        「朝、ですか？」

        「キャンバスを置きに来たんだよ。教室じゃ邪魔になるからねぇ」

        　その回答に四季ちゃんは納得して「ああ」と頷いた。

        「先輩もそうだったんですか？」

        「ううん。萌奈以外はみんな部室に置いてあるんだ。私は朝の掃除のために来てただけ。毎日やってるの」

        　本当に美術に関しては真面目な人だと思う。

        「でも事件が起きたのは放課後で、先に落葉先輩が美術室にいたんですよね。美術室っていつも開けっぱなしなんですか？」

        「まっさかあ。基本的には閉まってるよ」

        「じゃあ、鍵は？」

        　四季ちゃんは掃除のことには触れず、話題を変えたけど先輩はその質問の意味がくみ取れなかった様で、人差し指を頬に当てながら首をかしげた。

        「だから、美術室の鍵です。管理は誰がしてるんですか？」

        「ああ、ええっとね、鍵は二つあってぇ」

        　先輩はそう言うとスカートのポケットから鍵を取り出して、それを私たちに見せた。なんだかよくわからない、見たことのないキャラクターのキーホルダーがついてある。

        「一つは私が朝に職員室から持っていって、返すのは部活が終わって帰るとき。だから、この鍵は私が学校にいる間は、私がずっと持ってるの」

        「じゃあ、もう一つの鍵は？」

        「職員室だよ。鍵置き場のとこにかけてあるの」

        　職員室に入ってすぐのところに、校内にある各部屋の鍵が全て保管されている壁掛けのボックスがある。その中には各教室の鍵がずらりと並べられている。

        「美術室なんてあんまり使われないから、たまーに授業で使う先生と、あと美術部員じゃないと持っていかないけどね」

        「でもあれって、誰でも持ち出せるわよね？」

        　季節がそう訊いてくるので、私はうんと頷いた。確かに鍵の持ち出しに特別な許可はいらない。

        　ただ……。

        「先生がよく、何に使うんだって訊いてくるけどね」

        　場所が職員室だけに、先生の目には必ずとまる。怒られるわけじゃないけど、黙って持ち出すっていうのは無理なはず。

        「でも萌奈は美術部の部員だからね。それを使ったんじゃないかな？」

        　その話を四季ちゃんは黙って聞いて、難しい顔をしていた。

        「……そうですか」

        　四季ちゃんは明らかに何かに不信感を持っていたけど、それを口に出さないで、ふぅっとため息をついて周りを見始める。

        「落葉先輩の絵が、見たいです」

        　そのお願いに珍しく鈴先輩が瞳を揺らして動揺したけど、ちょっとしてから「うん、いいよ」と立ち上がって、そして美術室に隣接されている美術準備室へ一人で入っていった。

        　そしてすぐに一枚のキャンバスを持って出てきた。

        　そのキャンバスは白い布で覆われていて、鈴先輩がそれをゆっくりとまくると、思わず「うわっ」と声を漏らしてしまった。

        　キャンバスの真ん中に黒い爆心地があった。キャンバスの端にはまだ白いところも残っていたけど、ほとんどが黒く塗り潰されてしまっていて、ここに何が描かれていたのか、全然わからない。

        「……元々、どんな絵が描かれていたんですか？」

        　四季ちゃんがそう質問したら、先輩は首を左右に振った。

        「あの日、初めて見せてもらえる予定だったから、知らないんだ。萌奈は家で作品を作ることがほとんどだから」

        　四季ちゃんはその話を聞きながら、そのキャンバスをずっと見つめていた。私には黒く塗り潰されただけにしか見えないのに、彼女は何度も首をかしげていた。

        「……愛先輩とお姉、訊きたいんだけど」

        「何？」

        　私たちが声を揃えて聞き返すと、四季ちゃんはやっぱりキャンバスを見つめながら、こちらに顔を向けず質問してきた。

        「落葉先輩って……プライドは、高い？」

        　その質問は失礼なものだったけど、私たちは答えを迷わなかった。

        「高いわ」

        「高いね」

        　その答えに四季ちゃんはため息をついた。ただ、それで満足したのか、絵から離れると、今度は鈴先輩に視線を向けた。

        「落葉先輩はずっと休んでるわけじゃないんですよね？」

        「うん？　話がころころするね、妹ちゃん。でも、そだよ。先週、一日だけは来てたみたい」

        「その日、何をしていたか、わかりますか？」

        　鈴先輩は首を傾けて「どーして？」と聞いてきた。

        　すると四季ちゃんは、とんでもないことをさらっと言った。

        「落葉先輩がなんで絵をこんなことにしたのか、わかりました。その確認がしたいんです」

        　その言葉に鈴先輩が口を開けて固まってしまった。私も似たような思いで、四季ちゃんを凝視するけど、彼女はなんでもないという表情をしたままだった。

        　四季ちゃんのこういうところに慣れている季節が鈴先輩を肘でつついた。

        「その日、あのおちびちゃんが何をしてたか、早く教えなさい。把握してるんでしょ？」

        　鈴先輩は状況が飲み込めないようで「えっ」とか「ふぇっ」とか、擬音みたいな声をさせていたけど、季節が「早く」と急かすと、おどおどしながら答えた。

        「図書室に行ってたみたい」

        　四季ちゃんはそれに目を鋭くさせると、季節に目を向けた。

        「お姉、図書室に行きたい」

        「は？　行けばいいじゃない」

        「……付き合って」

        　四季ちゃんが季節に何かをお願いしているところなんて初めて見たから、私はかなりびっくりしてしまった。

        　ただそれは季節も同じだったみたいで、少しの間だけど固まっていた。でも、すぐにいつもの調子に戻った。

        「わかったわ」

        　

        　６

        　

        　図書室のカウンターでは、図書委員の女子生徒が頭を抱えていた。

        「いや東雲先輩、まずいですよ」

        「大丈夫よ、バレないわ。あんたが口外しない限りはね」

        「そういう問題じゃありませんってば」

        「そういう問題にしちゃえばいいのよ」

        「そんな無茶苦茶なっ」

        　こんなやりとりをしながら、今日の図書当番が知り合いの後輩で良かったと、東雲季節は自分の運の良さに感謝した。

        　これが全然知らない生徒、ましてや先輩だったら言いくるめるのにかなり苦労したはずだから。

        　そうは言っても、この状況も簡単ではないから、季節は根強い説得を続けた。

        「美術部と演劇部に恩を売っておくと、良いことがあるかもしれないわよ」

        　中々、こちらの要求に頷いてくれない後輩にそうプッシュする。

        「でもバレたら委員長に怒られちゃうじゃないですか」

        　この押し問答を数分は繰り返している。後輩の彼女は『もう諦めて』という表情をしているけど、残念ながら折れるわけにはいかない。

        　でも彼女の心配もわかる。ただの図書委員とはいえ、一応は各生徒の個人情報を管理している立場で、急に『落葉萌奈って生徒の貸し出し履歴を見せろ』なんて要求をされたら、断るに決まっている。

        　季節だって、したくてしているわけじゃない。

        　彼女にその交渉を丸投げした妹は、暢気に文芸コーナーの棚を見上げている。

        　文句の一つでも言ってやりたいが、そもそもその妹をこの件に巻き込んだのが自分なので、そういうわけにもいかない。

        「はぁ」

        　小さくため息をついた。珍しく妹が自分にお願いしてきたと思ったら、こんな面倒ごとなんだから、やってられない。

        　通りで懐いている愛じゃなくて、自分に頼ったわけだ。こういう交渉は、愛にはできない。

        「ったく」

        「先輩？」

        　つい愚痴ったら、後輩が不思議そうにこちらを見ていた。

        「なんでもないわ。いいから、見せなさい。これはもう命令よ」

        「そんなぁ。ひどすぎますよー」

        「これ以上拒否するなら、ひどい目にあうわよ。私が容赦がないことはしってるでしょう。観念しなさい」

        　脅しのつもりでカウンターをバンッと叩くと、彼女は身をすくめた。

        「ヒィッ……ぜ、絶対に内緒ですよ？」

        「わかってるわよ」

        　ようやく後輩が諦めてくれて、カウンター内にあったノートパソコンを操作し始める。おそらく、そこで本の貸し出しデータを管理しているんだろう。

        　ずいぶんと無理な要求をして怖がらせたから、日を改めてお礼をしないといけない。

        　さすがにその費用は四季にも出させよう。

        　ガァーッという音がして、ノートパソコンの隣に置いてあったプリンターが稼働した。そしてすぐに一枚の紙を排出し、それを後輩が渡してくる。

        「はい。落葉先輩って人の、この一年の貸し出し履歴です」

        「ありがとう。恩に着るわ。――四季」

        　やっと目的のデータが手に入ったので、退屈そうにしていた四季に声をかけると、彼女はとぼとぼと歩いて来た。

        　そしてすぐにその紙を覗きこもうとしたので、季節は素早く紙を裏返した。

        「え」

        「まずはこの子にお礼を言いなさい。私たちのために無理をきいてくれたのよ」

        　コミュニケーションが苦手な妹は、その命令に嫌そうな顔をしたが、キツく睨むと本当に小さな声で「ありがとう……」とお礼を言った。

        「ううん、いいよ。ていうか、東雲さんって東雲先輩の妹だったんだ。性格が全然違うから、関係ないと思ってた」

        「どういう意味？」

        　季節がドスのきいた声で確認すると、後輩はホールドアップの姿勢をとって「なんでもありません」と首をぶんぶんと横に振った。

        　そんな彼女に「言葉に気をつけなさい」と脅してから、紙を表に向けた。

        　四季がそれをまじまじと見つめる。

        　A4用紙一枚に収まっているけど、そこには日付と本のタイトルがセットで横一列に記されていて、その列がずらりと縦に並んでいる。

        「へぇ、あのおちびちゃん、ずいぶんと図書室を利用してるのね」

        　二週間に一度は利用していて、借りているのはすべて美術関連のもののようだ。

        「……これ」

        　四季が一番下の列を指さした。日付は先週のものだ。

        「なにこれ。その日のうちに返してるじゃない」

        　時間を確認すると、昼休みに借りて、放課後にはもう返却してあった。これもまた美術関連の書籍のようで、季節が聞いたことがない画家の全集のようだった。

        　四季は紙から顔を上げると、すぐに美術書のコーナーに向かっていった。季節はもう用済みになった紙の破棄を後輩にお願いして、彼女のあとを追った。

        「……これ」

        　四季は棚から、例の本を見つけて取り出すと、すぐ近くのテーブルにおいた。そして、すごい勢いでページをめくり始める。

        　その様子を季節はただ黙って見ていた。こうなった妹に話しかけるのは妨害行為でしかないことはよくわかっていた。

        「……嫌だったんじゃないの？」

        　でも、聞こえないようにそんな嫌味だけは呟いておいた。

        　最初は嫌がっていたくせに、いざとなると誰よりのめり込む。季節はこの妹の悪癖を、何度も見てきた。だからこそ、巻き込むことに躊躇はない。

        　実際、こうしている時の彼女が、一番生き生きしているから。

        「あった」

        　四季がページをめくるのをやめた。

        　そしてそのページをまじまじと見たあと、季節に目を向けてくる。

        「お姉、お願いがある」

        　さっきよりもかなり真剣に、そう言われた。

        　

        　７

        　

        　昨日も来たのに、やっぱり落葉さんの部屋は緊張してしまう。ただ広いだけの畳の部屋に、昨日と同じように落葉さんがいた。

        昨日と違うのは、私の周りに季節と四季ちゃんがいること。

        　鈴先輩はここにはいない。その方がいいというのが四季ちゃんの判断。私も、それでよかったと思ってる。

        「演劇部は暇なのかしら、部長さん」

        　落葉さんがぞろぞろと来た私たちを馬鹿にして季節に尋ねると、彼女は「ふっ」と鼻で笑った。

        「学校にも来てないニート女よりは忙しいわよ？」

        　二人が睨み合う。きつい視線をぶつけ合うのではなく、お互い視線は優しいものだけど、不気味な笑い声を漏らし続ける。

        　ああ、胃が痛い……。

        「おちびちゃん、あなたのせいで愛が迷惑してるの。悪いけど、解決させてもらうわ」

        　季節が腕を組みながら、そう宣言すると落葉さんは「は？」と挑発的に笑った。

        「解決ってなに？」

        「これから話すことが事実なら、さっさとあの変態に部活に復帰するって言いなさい。ひとまず、それであれは納得するはずなのよ」

        　その言葉に落葉さんは唇をつり上げた。

        「そんな勝負、私がのるメリットはないじゃない」

        「なら――これからお話しすることを、伊々田先輩に伝えても、いいですか？」

        　二人の会話に入っていったのは四季ちゃんだった。落葉さんは彼女をきっと睨み付けると、座布団の上に座った。

        「その態度、気に食わないわね。一年、あんた、何を知ったつもりでいるの？」

        「だいたいのことは、わかってます」

        　落葉さんが片側の眉だけつり上げて、四季ちゃんをまじまじと見る。

        「……話だけ、聞いてあげるわ」

        　珍しい態度だった。てっきり、話すら聞いてもらえないと思っていたから。

        　でも……本当にそれでいいのかな。もし、四季ちゃんがここに来るまでに話してくれたことが真相だとしたら、私たちは口を挟んじゃいけないと思う。

        　四季ちゃんが小さく息を吸ってから話し始めた。

        「ひとまず、あなたがなぜ絵を台無しにしたか。それを考えました」

        　四季ちゃんは私たちから一歩前に出て、落葉さんに近づいた。

        「出来が悪くて気に食わなかったからよ。それ以外ないわ」

        　昨日と変わらない落葉さんの主張に、四季ちゃんは首を左右に振った。

        「いいえ。それなら、あそこであんなことする必要はないはずです。持ち帰ってそうすればいい。それに、破けばいいし、切り裂いてもいい。もっと言えば、持ってこなくていいです。あの絵は台無しにされたことじゃなく、塗り潰されたことが大切だったんです」

        　一度は反論したものの、落葉さんは四季ちゃんの推理には何も言わなかった。

        「絵を塗り潰してどうなるのか。メリットなんか、普通はありません。普通は」

        　最後をやたら強調した四季ちゃんは、ポケットからスマホを取り出すと写真を表示させて、それを落葉さんに見せた。

        　写真はあの絵。黒く潰された、落葉さんの作品。

        「でも、メリットがないと考えるのは、それが『自分の作品なら』という前提があるからです」

        　その時、落葉さんが小さく体を揺らした。

        「もし、他人の作品ならメリットは出てきます。邪魔をしたい、恥をかかせてやりたい、憎らしい――ええ、いくらでも、でてきます」

        　四季ちゃんはスマホを落葉さんに突きつけて、はっきり言った。

        「落葉先輩……あなたは、自分の絵を塗り潰してなんかいない。これをしたのは、他の美術部員ですよね？」

        　

        「……季節、あなたの妹は妄想が好きなの？」

        　四季ちゃんの話を聞き終えた落葉さんは、彼女を無視して季節に意地悪そうな笑みを浮かべて訊いてきた。

        「かもしれないわね。でも、私は今の話が『妄想』には聞こえないわよ」

        　季節が腕組みをしたまま、無表情にそう答えた。

        「伊々田先輩がどう話したかは知らないけど、あの人は私がこの絵を台無しにしたところを見てるはずよ。すぐに確認したらいいわ」

        「いいえ、伊々田先輩が見たのは、バケツを持ったあなたと、このキャンバスだけです。状況的にあなたがそうしたと思っているだけで、あなたの犯行現場を直接見ていたわけじゃありません」

        　そうだ。鈴先輩が美術室に入ったら、すでに絵は真っ黒で、そしてその絵の前にバケツを持った落葉さんがいたというだけ。

        塗り潰した瞬間は見ていない。

        「あなたはあの日、伊々田先輩より一足早く部室に着いた。そして自分の作品を確認したら、絵が塗りつぶされていた」

        　まるで見てきたみたいに状況説明していく四季ちゃんを、落葉さんが睨み続けていた。

        「美術室の鍵は二つあって、一つは伊々田先輩が持っていて、もう一つは自由に持ち出せるんですよね？」

        「職員室にある鍵のこと？　あれ、持ち出そうとしたら否応なく先生に声かけられるんだけど」

        「でもそれが美術部員だったら、先生だって声をかけないでしょう」

        　当たり前だった。美術部員が美術室の鍵を持ち出すのを見て『何に使うんだ』という先生はいない。

        「だから、犯人は美術部員です。仮に、その人をＸと名付けます。Ｘはおそらくは放課後より前に、美術室の鍵を持ち出して、落葉先輩の絵を見つけると、それに真っ黒の水をかけた」

        「話しが飛びすぎよ。Ｘはどうして、私の絵を塗り潰したの？」

        「先輩が嫌いだった、とか」

        「ちょっと四季ちゃんっ」

        　この姉妹は本当に、オブラートに包むってことをして欲しい。彼女は私の叱責に小さな声で「すいません」と謝った。

        「別にいいわ。それ、外れてないから」

        　落葉さんは一切気にしてないようで、手をひらひらとさせた。

        「でも、それだけじゃおかしいわね、一年。つまり私は、そのＸの犯行を庇うために、自分のせいに見せかけたってことになるわ」

        「ええ。絵がそうなってることを見つけた先輩は、すぐに私と同じ考えに至った。そして、それを隠蔽する方法を考えた。でも、もう放課後で、いつ伊々田先輩が来るかもわからない。絵を隠すことは難しい。だから、絵を隠すんじゃなくて、自分自身で絵を台無しにしたと思わせるために、バケツを持った状態でキャンバスの前に立って、伊々田先輩が来るのを待ったんです」

        　そうすれば、その光景を見た鈴先輩は間違いなく、落葉さんが自分自身で絵を塗りつぶしたんだと思う。

        「状況は成り立つわね。でも、どうして？　どうして私は自分の作品を台無しにしたＸを庇う必要があるの？」

        「別にＸを庇ったんじゃありません。伊々田先輩を守ったんです」

        　そのとき、落葉さんの目が大きく見開いた。

        「な、何を……」

        「美術部員が先輩の絵を台無しにしたら、それはもう個人的な問題じゃすまされません。部活の問題になってしまいます。もし伊々田先輩がそれを知ったら、きっと傷つくでしょう。いくらあんな性格でも」

        　一言多いけど、きっとその通りだ。鈴先輩なら落葉さんが傷ついたと知ったら、本人に以上に傷ついてしまうかもしれない。

        そんな性格だから、今だって必死になってるんだ。

        「先輩はそれを回避しようと、部活の問題じゃなくて、自らの個人的な問題にしてしまうことにした」

        　Ｘを庇ったんじゃなくて、伊々田先輩に心配をかけさせたくない。

        そんな想いで、落葉さんはＸの罪を自分のものにした。

        「一応、あれと同じ部長って立場で言わせてもらうなら、もしそうなったら無視できないわ。解決するために、色々やるでしょうね。悩んだりもするのかしら。想像しただけで、嫌になるわ」

        　季節がため息交じりにそうコメントした。季節の場合、部活に真面目だし、きっとそうなると思う。

        　それは鈴先輩だって同じだ。たぶん、季節より悩むし、なにより傷つくだろう。あの人はそういう人だから。

        「……他の部員がやったという証拠もないのに、私が他の部員を疑ったっていうの？」

        「鍵の状況を考えると、それしかありません。それに、以前から兆候はあったんじゃないですか？　伊々田先輩が言ってましたよ、先輩は今年に入ってからはほとんど部室に顔を出してないって。それって、部室に行くのが嫌になったからじゃないですか？」

        　他の部員との交友がうまくいかなくなって、部活に行かなくなるなんて珍しくない話……というか、よくある話だ。

        「……くだらない」

        　落葉さんはそう言うと背中を向けて、四季ちゃんから距離をとった。

        「そんな推理をして、どうするっていうのよ」

        「これを伊々田先輩に話すと、きっと先輩が恐れていたことが起こってしまうでしょう」

        　四季ちゃんはそこで一拍おくと、すぐに感情のこもってない声で続けた。

        「でも、私には関係ないので、話してしまおうかと思います」

        　すぐさま落葉さんが振り向き、殺気の籠もった視線で四季ちゃんを睨む。

        「は？」

        　声が低くて、とても怖いんだけど、彼女はけろっとしていた。

        「こんな可能性もありますって話なら、してもいいでしょう」

        「愚妹、つまんないことを言うんじゃないわよ」

        　四季ちゃんの横暴にさすがに季節から突っ込みがはいった。

        「でもおちびちゃん、本当にそうされても文句は言えないわよ。だから、さっさとあの変態に連絡を取って、復帰すると言いなさい。それで、この問題は解決するんだから」

        　四季ちゃんも季節も目的は同じ。早くこの問題を解決すること。そして問題っていうのは、鈴先輩の心配事を解消するだけ。

        でも、今の推理を直接話すことはできないから、こうして落葉さんと取り引きをしてる。

        　落葉さんが鈴先輩に連絡をとって、復帰すると明言すれば、ひとまずそれでいい。

        もちろん、どうして絵にあんなことをしたのかって疑問は残るけど、そこは落葉さん本人が誤魔化せばいいし、実際に復帰すれば鈴先輩だって深く追求しないはず。

        　しばらく部屋の中は誰も喋らない重たい沈黙が包んでいたけど、落葉さんが「わかった」とうんざりした様子で、条件をのんでくれた。

        「そうするわ。まったく……演劇部はヤクザみたいなこともするのね」

        「あら、お金とっていいの？」

        「いいわけないでしょ」

        　季節がよくわからない悪のりをするので、念のために止めておいた。本気じゃないと思うけど、彼女の場合は本気でも驚かない。

        　落葉さんはスマホを取り出すと、鈴先輩に連絡をいれた。

        　そして落葉さんがスマホを耳に当てた瞬間――着信音が部屋の外から聞こえてきた。

        「……え？」

        　間抜けな声を出した私に対し、季節と四季ちゃんは同時に舌打ちをした。

        　そして落葉さんは目をぱちくりとさせている。

        「盗み聞きまで趣味に入れたの、変態」

        　季節が自棄になった声でそう部屋の外に問いかけると、ゆっくりと襖が開いて、鞄を手にした鈴先輩がうつむき加減で立っていた。

        「せ、先輩……」

        　落葉さんが珍しく動揺するけど、鈴先輩は何も言わず、そして急に顔を上げた。

        とびきりの笑顔で。

        　そしてその笑顔を、四季ちゃんに向けた。

        「嘘ついてるよね、妹ちゃん」

        　

        　８

        　

        「……嘘はついてないです」

        「ううん、嘘だよ。だって今話したことは、妹ちゃんが思ってないことでしょ？　ならね、それは嘘なんだよ」

        　鈴先輩が四季ちゃんにそう諭すと、季節が「あーあ」と嘆息した。

        「ややこしいことになったわね」

        　季節のリアクションに私は戸惑いを隠せずに「えっ、えっ」と、よくわからないことを繰り返していた。

        　二人とも先輩に否定されたことに驚かず、なんだか面倒くさそうにしていた。

        「ね、ねえ、今の話が嘘って……」

        「愛は単純でだませたけど、そこの変態はそうもいかないみたいね」

        　季節が私を横目に見ながら四季ちゃんに話しかけた。

        「……愛先輩レベルで考えたら駄目」

        「それもそうね」

        　とんでもない悪口を言われている気がする。というか、絶対に言われている。どうしてこの姉妹は本人の前で平然とこんな会話ができるんだ。

        　というか。

        「ど、どういうこと？　じゃあ、さっき四季ちゃんが話したことは、嘘なの？」

        「なんであんな話が本当だと思うの？」

        「だって季節だって頷いてたじゃん！」

        「四季に嘘に付き合えって頼まれただけよ。知らないかも知れないけど、私って演劇部なの。演技は得意よ」

        　知らないわけないよって怒鳴ってやろうかと思ったけど、口げんかで季節に勝てるわけないからやめておいた。

        「四季の推理、かなり中途半端よ。美術部の誰かって、三人しかいないはず。三人の当日の行動を調べれば、誰に犯行が可能かなんて簡単にわかるわ。でも、四季はそうしなかった。調べるのが面倒だったんでしょうけど……こいつは、何かを隠そうとしたのよ。そして今の推理はそれの隠れ蓑だったわけ」

        　季節が淡々と説明している中で四季ちゃんを見るけど、顔を逸らしているから表情はわからない。

        「なにより、こいつは結局なんでおちびちゃんが学校を休んでるかを答えてない。あの推理じゃ、これの説明をつけられない。――ただ問題は、それにおちびちゃんが乗ったことね」

        　季節が唇の片側をつり上げて笑う。

        　少しの間だけ部屋の中は静かになったけど、四季ちゃんがため息をついて、鈴先輩を見た。

        「……謎は一つ解けましたよね？」

        　鈴先輩はニタッと笑いながら、大きく頷いた。

        「うんっ、この部屋に入った瞬間にね」

        　その答えを聞いた落葉さんは舌打ちをしてから、そっぽを向いた。

        　まるで状況がわからない私は四季ちゃんに「ねえ」と声をかけた。

        「どういうこと？」

        「私もはっきりとわかりません。でも、伊々田先輩が嬉しそうで、落葉先輩が不機嫌なら、推理はあたってたみたいです」

        「だから、その推理を言ってよ」

        「どうして落葉先輩が学校を休んでいるか――」

        　四季ちゃんが一度間をおき、はっきりと答えた。

        「絵を最初から描き直しているからです」

        　

        　その答えにまた落葉さんが舌打ちをすると、鈴先輩が「萌奈、照れてるぅー。かわいいぃ」と相変わらず空気を読まずに喜んでいた。

        「最初に疑問に思ったことなんです。なんで昨日、愛先輩がここに招き入れられたのか」

        　四季ちゃんは二人を無視して私を指さした。

        「わ、私だってびっくりしたよ」

        「そうかもしれません。でも、そこじゃないんです。問題は、伊々田先輩はそうされていなかったということです」

        　今度は未だに笑顔の鈴先輩を見る。

        「落葉先輩は、愛先輩を特別扱いしたんじゃなく、伊々田先輩を特別視したんです。絵の具のにおいがわかるっていう、特殊な体質を恐れたんです」

        　思わず「あっ」と声が出た。そうか、だから四季ちゃんはさっき伊々田先輩に「謎が解けましたか」なんて訊いたんだ。それでいて、先輩がずっと笑顔なのもそのせいだ。

        「そんな体質なら、ずっとここで絵を描いていて、それを隠したい場合、伊々田先輩を招き入れるわけにはいきません。落葉先輩は部活をやめるつもりも、美術展を辞退するつもりもないんです。今は台無しになった作品の代わりを制作中で、そのためには時間がいります。だから学校を休んでるんです。そうですよね？」

        　四季ちゃんが落葉さんにそう質問しても彼女は答えない。ただ不機嫌そうに、また舌打ちをするだけ。

        　そういえば、私が昨日ここに入るとき、ずいぶんと待たされた。そうか、あれは絵を片付けてたんだ。何か物音がすると思ったのは、その音だったんだ。

        　においなんかわかるわけないけど、確かにそれなら納得できた。

        「学校を休んでる理由はそれだけです。もういいですか？」

        　鈴先輩が「まぁだぁだぁよ」と間延びした声で否定した。

        「萌奈が絵をああした理由、妹ちゃんはわかってるんだよね？　だから、嘘ついたんでしょ？」

        　そう、むしろそっちの方が重要な謎。落葉さんが絵をああした理由。

        美術展に間に合わせるために、学校を休んでまで絵を描いてるなら、余計にあんなことした理由がわからない。

        「ちなみに、後輩ちゃんたちがやったってことは絶対にないよ。萌奈、一年生にすんごい慕われてるからねー。みんな、萌奈先輩はすごいって尊敬してるんだよ。萌奈が部活に来ないのは、そういうのが照れくさいからなんだよね？」

        　当人は小声で「そんなことない……」って否定してるけど、鈴先輩がとっても嬉しそうにしているのを見ると、本当なんだと思う。

        「そもそも後輩が犯人だとすると、やっぱり鍵の問題が出てくるのよね。誰より先に美術室に入る必要があるけど、鍵は職員室。部員だから持ち出せたとしても、それを誰かに目撃されたら、後で簡単に犯人は特定されるわ。そんなリスクを冒すかしら？」

        　季節はさっきまで偽の推理に付き合っていたのに、それをあっさりと否定していく。今思いついたってわけじゃなさそうだから、ずっとそう思ってたんだ。

        　早く言ってくれればいいのに……。

        「まあ、こんなこと、思いつかない方がおかしいんだけどね」

        　私を横目にしながら、季節が笑顔で付け足した。この友達……本当に意地が悪い。

        　みんなに答えを迫られた四季ちゃんは、なぜか少し悲しそうな顔をした。

        「もう物証はなくなりましたから、これから話すことは完全な想像です」

        　彼女が変な前置きをすると、落葉さんが小さく肩を震わせた。

        「あの絵はやはり落葉先輩が自身で塗りつぶした。どうして、そんなことをしたのか。自分が描いた作品で、もう少しでみんなに見せるはずだったのに。……答えは一つしかないじゃないですか。――その描いたものを、見て欲しくなかったからです」

        「何言ってるの？　見てもらうために、部室に持ってきたんでしょ」

        「ええ。でも、怖くなった。だから、直前になってああした。さっき言いましたよね？　絵を台無しにする方法は、切り裂くとか、他にも方法があるって。でも、落葉先輩はあの方法を選びました。どうしてそうしたか……。切り裂いたりしても、絵の全容はわかるからです。絶対に誰にも見られなくするためには、その場で塗りつぶすしかなかったんです」

        　まるで言ってることがわからない。

        見せるために持ってきたのに、見せるのが怖くなった？　しかも、どんなことがあっても、誰の目にも触れて欲しくない……そんなことってあるの？

        「落葉先輩、図書室で本を借りましたよね？」

        「図書室は本を借りる場所よ。当たり前じゃない」

        「さっき、図書委員の人に先輩の貸し出し記録を見せてもらいました」

        「……最近の図書委員は、個人情報って言葉も知らないのかしら」

        　明らかに怒気を含んだ声を出した落葉さんは、その場で右足をダンッと強く踏みつけた。

        「図書委員は悪くないわよ。私が脅しただけだから」

        　悪びれもせずに季節が白状した。

        私は二人が図書室に行っている間、四季ちゃんの言いつけで鈴先輩の相手をしていたから、そこで何があったか知らなかった。

        　まさか、こんな裏話があるなんて。

        「先週の水曜日、先輩は一冊の本を昼休みに借りて、放課後に返してます」

        　四季ちゃんがおもむろに自分の鞄の中に手を入れると、一冊の本を取り出した。

        　それは大きくて厚いハードカバーの本。表紙は白く、黒い文字でタイトルだけ大きく書かれている。海外の画家の全集だと思う。

        　四季ちゃんが本を開くと、そこには見開きで大きな絵が載っていた

        「これを借りましたよね、落葉先輩」

        　落葉さんは返事をしないで、ようやく四季ちゃんの目を見た。

        　なにか、哀れんでるような視線で、彼女を見続けていた。

        「……ちょっと、調べてみたんです。そしたら――」

        　四季ちゃんは別のページを開けた。そこにはまた絵が大きく、今度は一ページに一作品ずつ載ってあった。ただ、それ以外はさっきと何も変わらない。

        「これが、なに？」

        　私の質問に四季ちゃんは黙って、ページの端にあるノンブルを指さした。私が彼女に近づいて、それを注視すると、何を言いたいのかやっとわかった。

        「え、ここ、ページがなくなってる……」

        　片方のページのノンブルは「４２」だった。にもかかわらず、もう片方は「４５」となっている。あるはずのページがなくなっていた。

        「ええ、そうです。……落葉先輩が破ったんですよね？」

        　落葉さんは薄ら笑いを浮かべ、肩をすくめた。

        「どうして私がそんなこと、しなきゃならないの？」

        「ここにどんな作品が載っていたか、それは知りません。でも一つ言えることは」

        　四季ちゃんは落葉さんを見つめながら、感情のない声で続けた。

        「あなたは、ここに載っていた作品を盗作したんです」
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        　ちょっとした沈黙のあと、乾いた笑い声が室内に響いた。私も、季節も、鈴先輩も黙っていたけど、落葉さんだけは顔を上げてアハハッと笑い続けていた。

        　そんな彼女を四季ちゃんが静かに見つめていた。

        「大層な妄想ね、一年」

        　笑い終えた落葉さんは首を傾けながら、そう四季ちゃんの推理をからかった。

        「そうでしょうか？」

        「私が借りていた本の一ページがなくなっていたから、私はそれを盗作したっていうんでしょ。それ、すごい妄想よ」

        「なら、どうして作品を塗りつぶし、本を破いたんですか？」

        「作品を台無しにしたのは気に食わなかったからって言ったわよ」

        「あなた、さっきは後輩たちのせいにした推理を否定しなかったじゃない。どうして今更、そんな言い分が通じると思うのよ」

        　季節が口を挟むと、彼女は「ふっ」と鼻で笑った。

        「さっきはそれでもいいかなって思っただけよ。とにかく、それが理由。本を破いたのは私じゃない。これでいい？」

        「残念だけど、本を破いたのは間違いなくあんたよ、おちびちゃん」

        　季節がポケットからA4サイズの紙を取り出して、それを広げた。

        「実はこの本の貸し出し記録も調べてもらったの。今年に入ってからは、あんたしか借りてない」

        「だから何なのよ。去年の誰かかもしれないし、最初からかもしれないでしょ」

        「最近は本への悪戯が多いから、半年に一度、図書委員が総出で本に異常がないかチェックをしてるんですって。もちろん、この本も調べられてるわ。前回は異常が確認されなかったそうよ」

        　そういえば、前に学校の掲示板に『本は大切に扱いましょう』ってプリントが貼られていた。今年の春先くらいの出来事だったと思う。

        　季節の説明に反論できなくなった落葉さんに、四季ちゃんが追い打ちをかける。

        「誰かが図書室で破いたとも思えません。だって、このページはとても綺麗に切られています。相当丁寧にしないと、こうはできません。一度は借りて、図書室以外の場所でやる必要があったはずです」

        　確かにあの破り方は、カッターとか道具を使って、すごく慎重にやらないと無理だ。そうなると常に図書員がいる図書室でできるはずがない。

        　その畳みかけに落葉さんが、また舌打ちをした。

        「先輩が破いた。これは事実です」

        「でも、盗作した証拠にはならない」

        「そうですね。それはもう先輩が何よりの物証をなくしてしまったから、確認できません。でも……どうしてあんなことをしたか、先輩は本当のことを言えますか？」

        　四季ちゃんの反問に、やはり落葉さんは黙ってしまう。

        「先輩はあの日、ぎりぎりまで迷っていたんでしょう。その作品を見せるかどうか。マイナーな作品なら、わからないかもしれない。でも、ばれたら、全てを失ってしまう」

        　まるで自分が体験したかのように、四季ちゃんが当日の落葉さんの心情を推理していく。

        「結果、ばれてしまうことを恐れて大急ぎで絵を処分することにした。そうなると、さっきの方法しかありません。何が何でも、他人に見られてはいけないんですから。絶対に見られない方法は、あの場で、ああする以外ありません。そして万が一のことを考えて、元になった絵も校内では見られないようにした」

        　盗作だから、見られたら駄目。だから塗りつぶした。一目だけでも他の誰かに見られたくなかったから……。

        「そうなれば、学校を休んでいる理由もわかります。盗作はしたけど、やはり部に迷惑をかけるのは不本意。でも、犯行現場を先輩に見られたので、普通に描き直すわけにもいかない。だから、ここでひっそり描き続けた」

        　落葉さんは反論も何もしなくなった。ただ、口を動かして、何かを発しようとはしてるけど、ちっとも言葉になっていなかった。

        　そんな時だった。

        「ねぇー、それ、ほんとぉ？」

        　今までずっと黙っていた鈴先輩が首をかしげながら、落葉さんに質問した。

        ここで初めて、彼女の表情に焦りが滲んだ。瞳を激しく揺らして、唇を噛みしめて、先輩から顔を背けた。

        　すると先輩は落葉さんの元に歩いて行き、その両手をがっちりと掴んだ。

        「萌奈、ほんとなの？」

        　逃げることができなくなった落葉さんは、しばらく黙っていたけど、覚悟を決めるためか一度深呼吸をすると、鈴先輩を見ること無く、小声で答えた。

        「……はい」
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        　その瞬間、鈴先輩が落葉さんの手を放して――。

        「わ、わぁっ！」

        　落葉さんが驚きのあまり悲鳴をあげたのは、急に先輩が彼女を抱きしめて、押し倒したから。

        　二人は大きな音をたてて、倒れ込んだ。

        その様子を私たち三人は呆然とみていた。

        「もぉー、ばっかだなぁ。そんなことで悩んじゃってー」

        　落葉さんに抱きついた先輩は、自分の頬を彼女の頬にすりつけながら、とても嬉しそうにしている。

        「ちょっ、はなしてっ」

        「やぁーだぁー」

        　落葉さんが顔を真っ赤にさせて抵抗するけど、体格差のせいで全然逃げられない。

        「ねー、萌奈。私ね、妹ちゃんの話は一つ間違ってるって思うの」

        　先輩は頬をすりすりとさせながら、話し始める。

        「萌奈はきっと、盗作なんかしてない。似ちゃったんだよね、無意識のうちに」

        「……えっ」

        　小さく驚いたのは私。落葉さんは真っ赤にさせたままで答えない。

        「じゃなきゃ、ありえないよー。萌奈の性格じゃ、盗作はないよー。でもね、たまたま似ちゃうってことなら、何かを創っていれば、あるんだよ？　それは絶対にあるんだよ？」

        　先輩は笑顔でそう断言する。もしかしたら、先輩にも似たような経験があるのかもしれない。

        「萌奈、これは私の勘だよ？　萌奈もね、意識してなかったんじゃない？　でも、途中まで描いたところで、もしかしたら前に見た作品と似てるんじゃないかって怖くなったんじゃない？　そう疑っちゃうとね、もうそうとしか見えなくなるの。不思議だよねぇー」

        　なんだかとても暢気な声だけど、すごい説得力があった。

        「私もあるよ、そういうこと。だから、萌奈の気持ち、すごくわかるな」

        　確かに落葉さんの性格で、絵をそのまま盗作するなんて考えられない。このプライドの高さだもん。でも、自分が描いた作品が、他人の作品と似ていたら、盗作と疑われるって怖くなるかも。

        　プライドが高ければ、余計にそうなってしまうかもしれない。

        　落葉さんは黙ってしまった。でも、きっとそうなんだと伝わってくる。

        「萌奈、でもね、絵を台無しにしちゃ駄目。それは絶対、駄目。わかった？」

        「……ごめんなさい」

        　落葉さんが蚊の鳴くような声で謝ると、先輩は目を輝かせた後、もーかわいいっと叫んで、更に頬をすりつけた。

        　その光景を見ていたら、季節に肘でつつかれた。

        「帰るわよ」

        「え」

        「もう、私たちは邪魔なだけ。あとは美術部の問題よ。謎は解けたし、帰りましょう」

        　季節は私の手を引っ張って、二人に挨拶もしないで部屋から出ていってしまう。そして私たちの後ろを四季ちゃんが黙りながらついてきた。

        　事態が丸く収まったのにうかない顔をしている四季ちゃんに、気になっていたことを質問してみた。

        「いつ、真相に気づいたの？」

        　すると、不思議な答えが返ってきた。

        「……先輩こそ、いつ気づくんですか？」
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        「なんだか、すごいね」

        　ある美術館の片隅。私はベンチに腰掛けて、隣の四季ちゃんにそう声をかけた。彼女は歩き疲れたようで、いつも以上に気力の無い顔をしている。

        「わけ、わかんないです……」

        「うんまあ、そういうのも多いけどさ」

        　私たちは例の美術展に来ていた。あの騒動の後、鈴先輩が私たち三人分のチケットを手に『お礼！　絶対来てね！』と四季ちゃんのところへ押しかけたらしい。

        　四季ちゃんは断ったそうだけど、相手は甘くなく、結局あまりのしつこさにチケットを受け取るしかなかったみたい。

        　三人で来てみると、季節は意外とこういうのに興味があるみたいで、展示されている作品を熱心に眺めていた。

        私と四季ちゃんは途中で疲れて、今こうしている。

        　そんな私たちのところに、一人の影がゆっくりと近づいてきた。

        「一年」

        　四季ちゃんの傍に立ったのは、制服姿の落葉さんだった。いつもみたいに前髪で右目を隠して、小さい身長に似合わない威圧感をさせている。

        　呼びかけられた四季ちゃんはゆっくりと顔を上げて、彼女と向き合った。

        「……良い作品でした」

        　それはたぶん、さっき見てきた落葉さんの作品のことだと思う。

        あの後、無事に作品は完成し今日に間に合っていた。

        「あんたの褒め言葉なんていらないわよ。ていうか、あんた」

        「……ここで話すことじゃないはずです」

        　四季ちゃんが落葉さんの言葉を遮ると、彼女は悔しそうに舌打ちをした後、くるりと背中を向けた。

        「来なさい」

        　そう命令してどこかへ歩いて行く。四季ちゃんはため息をつくと、彼女の後をついて行った。

        　置いてけぼりをくらった私は「えっ」とか「ちょっ」とか、変な声を出し続けて、周囲から痛い視線をいっぱいもらったので、逃げるように二人についていくことにした。

        　

        　落葉さんが会場の『ＳＴＡＦＦ　ＯＮＬＹ』と赤い太文字で書かれたステッカーの貼ってある扉を開けて、何事もないかのように中に進んでいく。

        「出展者は入ってもいいところよ。もし誰かに見つかっても、あんたたちも連れだってことにしてあげるから」

        　それでもなんだか緊張してしまう。そんな小心者な右胸を押さえながら、私はその中に入っていく。

        　質素な通路で、あるのは消火器くらい。誰もいないせいで、ひどくむなしい。そんな空間でやっと落葉さんが足を止めた。

        「あんた、どこで気がついたの？」

        「……先輩と会う少し前です。お姉と愛先輩が言ってました、先輩はプライドが高いって。それがヒントになりました」

        　落葉さんがまた舌打ちをして、私を睨んでくる。

        「えっ？　いや、そんなこと、言ってないヨ」

        「馬鹿じゃないの？」

        　なんだかひどい扱いだ……。というか、この状況は一体どういうこと？　さっきから二人は何の話をしているの？

        「あんたの馬鹿な先輩がまだついてきてないみたいよ」

        「……この人は、そういう人なので」

        「ねえ四季ちゃん、私は先輩だよ。わかってる？」

        　あんまりな扱いに抗議するけど、彼女は相手にしてくれなかった。

        「……先輩こそ、私が気づいてるってどこで？」

        「わざとらしく『先輩は本当のことを言えますか』なんて脅しておいて、よく言うわね」

        　確かそれは、落葉さんが『盗作した証拠はない』って開き直ってたときに、四季ちゃんが言っていた。

        「あれであんたが気づいてるのはわかった。貸しを作ってるみたいで嫌になったわ。気に食わないわ、その目。知ってるくせに、黙ってやったって感じなわけ？」

        「そんな目、してません」

        「そう見えるのよ。だから、ここではっきりさせましょう」

        　ここまでの会話で、いくらなんでもわかることがある。驚きながらも、私はそれを確認した。

        「ねえ……この前の話は、嘘なの」

        　それは盗作のことだけど、落葉さんは答えないで、代わりに四季ちゃんが答えてくれた。

        「あれは落葉先輩が、伊々田先輩を納得させるために用意した作り話です」

        「えっ。だ、だって、盗作だよ？　悪いことだよ？　どうしてそんな嘘つくの？　ありえないよ」

        「正直、私もそう思います。素直に真実を話した方が、良かったんじゃないかって。芸術家ってよくわかりません」

        　四季ちゃんは全てわかってるようだけど、それに理解は示してないみたい。

        「そもそも、あの本は市販の本です。図書室にあったのを切り取ったところで、何の解決にもなりません。むしろ怪しまれるだけ……。それに絵を台無しにしてしまえば、本を切り取る必要なんかないはずです……。それなのに、あんな怪しい返却をして、どう考えてもおかしいです」

        　四季ちゃんはあの時、自分が話していた推理をいともたやすく破り捨てた。まるで、つまらないとでも言いたげだ。

        「最初、落葉先輩が図書室に寄っていたと聞いて、私は本当に盗作をしたんじゃないかって疑いました。でも、ページを破かれているのを見て、これはミスリードだって気づけました」

        　盗作に見せかけるためのミスリードなんて、とんでもない。

        　そんなの自分の評判を悪くするだけだ。

        　落葉さんは身動き一つしない。四季ちゃんが次に言う言葉を黙って待っている。

        　まるで刑の執行を待つ囚人みたいに。

        「あのキャンバスは、誰かに塗りつぶされたわけでも、先輩自身が盗作をしたから塗りつぶしたわけでもないんです」

        「そんな……じゃあ、どうして落葉さんは自分の絵を」

        「それが間違ってるんです。いいですか、落葉先輩は絵を塗りつぶしてないんです。愛先輩も、伊々田先輩も、大前提を勘違いしてます」

        　それは本当に何がなんだかわからない話しで、私は固まってしまう。

        　そんな私に四季ちゃんは一度つばを飲むと、難しい顔をしながら真相を口にした。

        「あのキャンバスは白紙だったんです。落葉先輩は、何も描けていないことを隠すために、キャンバスを塗りつぶしたんです」
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        「そう。そうよ、それが真相よ」

        　落葉さんがすました顔で頷いた。

        「……伊々田先輩に失望されるのが、そんなに怖かったんですか」

        　途端に落葉さんの顔色が変わった。きっと鋭い視線になって、頬を紅潮させる。

        「あんたにはわからないわよっ！」

        　今までで一番怖い彼女の声にも、四季ちゃんは怯まなかった。

        「芸術家の考えはわかりません。でも、そうだとしか思えない。先輩は『何も描けてない』より『何か描いてた』という事実を優先したんです。絶対に何も描けなかったなんて言えなかったんです。そう打ち明けるのが、怖かったんです」

        　四季ちゃんがまるで心の中まで見えてるんじゃないかと思いたくなるような推理をすると、落葉さんはまた「黙りなさいっ」と大声を上げた。

        「先輩と伊々田先輩を繋いでいたのは芸術でした。それができなくなったら、先輩との関係は終わってしまうと恐れた。だから、何も描けないとは言えなかった。でも、ついに作品を見せないといけない日が来てしまった」

        「うるさい」

        「計画はシンプルでした。朝、白紙のキャンバスを持って美術室に行き、そこで伊々田先輩に会う。伊々田先輩が毎朝掃除をしていることは、部員なら知っていたはずですから動きは予想できたんですよね。そして会えば当然、伊々田先輩は先輩が描いた絵を持ってきたんだと思い込みます」

        「黙れっ」

        「そして、放課後になると誰より早く美術室へ行き、キャンバスを黒く塗り潰した。本当ならすぐにその場を去るつもりだったのに、そこを伊々田先輩に目撃されてしまった」

        「……日本語がわからないの？　黙れって言ってるんだけど」

        「計画では校内の誰かの悪戯にでもするつもりだったんでしょうけど、先輩が犯人だとばれてしまった。当然、伊々田先輩はどうしてそんなことしたのか知りたがります。そこで先輩は、盗作をしたという作り話で誤魔化すことにしたんです。伊々田先輩なら、ああ言ってくれることさえ予想してたんですよね？」

        「ま、待ってよ、四季ちゃん」

        　あまりに突飛な話についていけてなかったけど、ようやく口を挟むことができた。

        「そんな推理、四季ちゃんだからできたんだよ。こう言っちゃなんだけど、伊々田先輩にできるわけ――」

        「だから、愛先輩が介入されたんです」

        「私が落葉さんの話を聞いたのはたまたまで」

        「ええ。でも、門前払いされ続けた伊々田先輩がとれる行動は限られています。愛先輩じゃなくても、少なくとも伊々田先輩以外の人が来ることは予想できましたし、コントロールできたはずです。誘導することもね。実際、そうでした」

        　そう言われればそうだったので、言葉が続かなくなってしまった。

        「……一年」

        「はい」

        「あんた、怖いって言ったわね。この私が、怖がってるって言ったわね」

        　握っていた拳をふるわせながら、落葉さんが言葉を絞り出す。

        「怖いに決まってるでしょうっ！　歌えない歌手に、書けない小説家に、価値なんかないのっ！　描けないなら、いらないっ。私はそういう人間なのよっ！　わかる？　それなのに、私は何も描けなかったっ！」

        「そ、そんなこと」

        「そんなこと、あるわけないよぉ」

        　私と言葉が重なったのは聞き覚えのある声だった。

        驚いてバッと振り向くと、そこには季節が腕を組みながら立っていた。彼女の登場に一番驚いたのは落葉さんで「なっ」と声を上げた。

        　そして季節の背中から、鈴先輩がひょこっと顔を出した。

        いつも通り、笑顔で。

        「ありがとね、妹ちゃん」

        「別に。私はお姉に連絡しただけです」

        　連絡？　ああ、そういえば四季ちゃん、落葉さんに呼び出されたとき、スマホを操作してた。あの時そうしたんだ。でも、どうして……。

        「そう、私がお願いしたもんね。今日、もし萌奈に話しかけられたら連絡してねって」

        「私がいい迷惑よ。おちびちゃんを変態から離すために、これと一緒に行動しなきゃいけなかったんだから。しかも、ただの連絡係だなんて」

        　季節が不満を口にすると、鈴先輩が彼女の両肩を叩きながら「まーまー」と宥める。

        「引き受けてくれて、ありがとねー。やっぱり季節は良い子だなぁ」

        「そんなわけあるか。てか、気安く触らないで」

        　季節は先輩の両手を「しっ、しっ」と払いのける。その様子を、落葉さんが目を点にしながら見ていた。

        「ど、どうし」

        「うん？　私がお願いしたんだよ？　今日、きっと萌奈が妹ちゃんに話しかけるから、そのときに教えてって。ここの姉妹って嫌な顔はするのに、嫌だとは言わないんだよ？」

        「そうじゃなくて」

        「あの盗作の話なら、嘘だって気づいてたよ？　だって、萌奈が盗作をするはずないもん。したとしても、それをあんな方法で隠すはずないし、何より……萌奈が絵を台無しにするわけない。私、先輩だから、わかるんだよ？」

        　落葉さんが「は、はあぁ？」と膝から崩れ落ちた。

        「……人が一生懸命、落葉先輩の嘘に乗っかったのに、次の日に笑顔で『また嘘ついたよね』って言いに来るなんて、性格が悪いです」

        　四季ちゃんがそう抗議すると、鈴先輩はクスクスと笑った。

        「だってぇー、二人とも、嘘が下手だよぉー。すぐわかっちゃたんだから。でもね、そこまでして隠したいことなら、あの場で言いたくないんだろうなって思って、一端は諦めたの。でも、どうしても知りたかったから」

        　鈴先輩は膝をついて呆然としている落葉さんに近づき、同じく膝をついて目線を合わせた。

        「本当はね、妹ちゃんに教えてもらおうとしたんだよ。でもね、私の口からは言えないって絶対に頷いてくれないんだもん。それでね、萌奈のことだから、今日、妹ちゃんを呼び出すと思ったから、そうなったら教えてねってお願いしてたの」

        　呆然としていたのは落葉さんだけじゃなくて、私もだった。じゃあ、あの場で、真相に気づいていなかったのって私だけってこと？

        　もう、なんだかショックすぎて言葉が出なかった。それを察した季節が笑顔で、ぽんと肩に手を置いてきた。

        　鈴先輩が落葉さんの手をとって、また笑った。

        「でも良かったな。あれが嘘だっていうのはわかってたけど、真相はわからなかったから……。本当によかったよ？　萌奈、やっぱり絵が好きなんだね」

        「わ、私……描けなかったんですよ？　なのに、どうして」

        「スランプくらいあるもん。それだけでそんなに悩むなんて、萌奈ってば大げさだよぉ。それにね」

        　鈴先輩はにっこり笑うと、落葉さんの手を握ったまま、少し頭を後ろに下げて――。

        「えいっ」

        　ゴツンッと大きな音が鳴った。

        　鈴先輩が勢いをつけて、落葉さんに頭突きをした。彼女の「いだっ」という悲鳴に、私は思わず目を閉じてしまう。

        　ゆっくりと目を開けると、額を抑えてうずくまってる落葉さんと、同じく自分の額を抑えて「いったぁーい」と痛がってるわりに笑顔の先輩がいた。

        「いったぁー……ま、これでおあいこだね」

        　鈴先輩がよくわからない納得をしていると、痛がってる落葉さんがゆっくりと顔を上げて首を傾げた。

        「萌奈には相談してくれなかった罰だよ？　私には、萌奈のことわかってあげなかった罰」

        「罰って……」

        「絵がちょっと描けなかったくらいで、私が萌奈のこと嫌いになるわけないでしょおー。私、萌奈のこと、大好きだよ？　でも、それを伝えきれなかった私も悪いから、これでおあいこだよね？」

        　そんな、端からも聞いてもよくわからない理屈を、笑顔で言ってのけるあたり、鈴先輩の器の大きさが垣間見えた。

        　落葉さんは元々涙目だった目を更に潤ませて、それを隠すためにそっぽを向いて俯いた。

        　それを鈴先輩が「かわいぃーっ」と喜んで、あの時みたいに抱きしめた。
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        　妹に頼まれて嘘に付き合ったが、結局はすべて無駄に終わった。

        「徒労もいいところだったわね」

        　季節が正面に座る妹にそう声をかけると、彼女は「そうだね」と気のない返事をした。

        　美術展を後にして、近くのファミリーレストランに入った。愛は御手洗いで席を外していて、四人がけのテーブルに姉妹で向き合って座っている。

        「……私があんたからお願いされたのは、おちびちゃんが盗作をしていたから、それを隠す嘘に付き合ってってことよ」

        「…………」

        　あの日、図書室で四季が季節にしたお願いはそういうものだった。

        　だから、季節も今日まで真相は知らされていなかった。

        「まさか、その盗作も嘘だったなんてね。あのときは愛のことを馬鹿にしたけど、まさか自分も同じだったなんて。屈辱だわ」

        　頬杖をついて、ジトッとした目つきで彼女を見つめる。

        「……ごめん、なさい」

        「まあ、別にいいわ」

        　とりあえず謝罪は聞けたので、この件についてはこれで許すことにした。

        　そう、この件については。

        「じゃあ、本題に入りましょうか」

        「……本題？」

        　季節の意外な言葉に、四季は眉をひそめた。

        「ええ。あんたが最初に用意した嘘。部員の誰かが犯人だっていう偽りの推理。どうして、あんな出来損ないの推理を披露したの？」

        　季節がニタニタと笑いながら、そう確認すると四季は「そ、それは」と言葉を詰まらせて、視線から逃げて、窓の外を眺め始めた。

        「あれは……盗作って嘘だと後味が悪いから適当に――」

        「はい、ダウト。部員が犯人だって嘘も後味が悪いわ。ある意味、盗作以上にね」

        「……別に、ああいう考え方もできるから」

        　ぼそぼそとした声が聞き取りにくい。ただ、その態度で季節は確信を得ていた。

        「嘘を見抜くのは上手でも、嘘をつくのは下手ね」

        　その言葉にピクッと体を揺らした四季が、季節に反抗的な目を向けた。

        「……何が言いたいの？」

        「あんたとおちびちゃんが同じだって言いたいのよ」

        　コップの水を一口飲むと、季節は四季を指さした。

        「好きな先輩に嫌われたくないって気持ちが、痛いほどわかったんでしょう？」

        　その指摘に四季は顔を赤くしたあと、悔しそうにそっぽを向いた。その反応が面白くて、まだまだいじめてみたくなる。

        「盗作って真相だと下手をすれば、変態がおちびちゃんに失望するかもしれないから、あんたはそれを回避する策を講じたのよね。縁もゆかりもない美術部のためにそこまでしたのは、真相に気づいたとき、自分とおちびちゃんを重ねたからじゃない？」

        「……お姉、うるさい」

        　誤魔化せないと悟ったのか、四季は乱暴な言葉で季節を黙らせようとするけど、そんなものでやめるわけがない。

        「あんたもおちびちゃんも、もっと素直になるべきね。天邪鬼すぎるのよ。自分を偽ってたら、本当に気づいて欲しいものも気づかれなくなるわよ。――特に、愛は鈍感だからね」

        「わ、私は別に愛先輩に――」

        「あー、いい、いい。気づいてないのは愛だけよ。諦めなさい」

        　この期に及んで、下手な誤魔化しなんて通じると思ってるんだろうか。

        「あと、あんたとおちびちゃんはもっと先輩を信用してあげるべきよ」

        「なに、それ」

        「おちびちゃんはスランプになった自分が嫌われること恐れた。あんたも、似たようなものでしょう？」

        「別に、私はスランプになんて」

        「既読スルー」

        　また下手な言い訳をしようとするので、途中で割り込むと四季は「あ」と口を開けた。

        「あんたが既読スルーする理由は一つだけ。ああしないと、愛が屋上に来てくれないから」

        「――――っ！」

        　季節の指摘に、四季は赤かった顔をさらに赤くさせて、声にならない声を上げた。

        「そんなことしなくても、愛はあんたに会いに行くわよ。だから、返事くらいしてあげなさい」

        　そこで愛が席に戻ってくるのが見えたので、季節は席を立った。

        「私はこれで帰るから」

        「え」

        　それだけ伝え、愛のもとに歩いて行く。彼女は季節が自分に向かってきたのを不思議そうに見ていた。

        「どうしたの？」

        「急用ができたから帰るわ。あとは四季と二人で楽しんで。ああ、四季が観たい映画があるんだって言ってたわ。今回の件のご褒美に、付き合ってあげてちょうだい」

        　すらすらと嘘をつくと、愛はそれをあっさりと信じて、そうなんだと納得した。

        「じゃあ、二人で行ってくるね」

        「ええ、四季をお願いね」

        　意地悪な笑みを四季に向けて、季節はファミレスを出た。

        　きっと四季は緊張で映画どころではないだろうけど、愛はそれにも気づかないんだろう。そんな想像するのが簡単な未来を思い浮かべて、季節は笑った。

        　そう、どうせ嘘をつくなら、こういう嘘じゃないといけない。

        　

        　

        【完】


        
            閑話休題【バカと天才は紙一重】

            　

            　

            　自分が特別じゃないと理解したのは、中学三年生のときだった。

            　子どもの頃から絵を描くのが好きで、暇さえあればずっと色鉛筆を握っていた。道具が色鉛筆からペンや筆に変わっても、絵を描くということに変わりは無かった。

            　周囲の大人や同級生たちも、自分の絵を見ればとにかく褒めてくれた。つっけんどんな態度で応えることがほとんどだったが、本当を言えば誇らしかった。

            　ただひたすら上達するためだけに独学で勉強もして、あらゆる知識と技能を身につけた。

            　それは苦しかった。孤独だったし、楽しくなかった。ただそうしていれば確かに絵は上手くなっていき、周囲の羨望の眼差しも増えていったので、それで満足できた。

            　そして自分は特別なんだと思い上がった状態で中学三年生になり、それが大きな勘違いだったことを知った。

            　きっかけは進路を決めるために、美術の専門校を訪れたことだった。

            　そこでは自分とほとんど年齢の変わらない生徒たちが、明らかに自分より上手い作品を作り上げていた。作品を描いてるときも、人でも殺すんじゃないかってくらいに思い詰めた表情で、思わず身震いをした。

            　そんな光景があらゆるところで見られた。

            　衝撃だった。ショックだった。

            　今まで知らなかった世界に打ちのめされた。練習すれば追いつくとか、そんなレベルじゃないことは明らかで、その日は放心したまま過ごした。

            　今までずっと狭い世界で生きてきた。あれが本当の美術の世界なんだと知り、一気に怖くなってしまった。

            　あそこで戦い抜く勇気なんてない。そして、勝てる見込みもない。

            　だから、普通の高校に進学することにした。周囲はそれに驚き、当然理由を聞いてきたが『絵なんてどこでも描けるから』と強がりと嘘を交えて答えた。

            　そして地元の高校に進学して、部活をどうするか迷った。

            　はっきり言えば、もう美術なんてやめてもよかった。自分が特別じゃないと知った以上、それに未練がましくしがみつくのはみっともないと思ったからだ。

            　それでも、やっぱり美術部に足を向けてしまった。

            　扉をノックして、しばらく待ってみた。反応はない。でも確かに『部員募集中』というポスターが掲示板に貼られていたので、誰かいるはず。

            　待つのが嫌いだったので「失礼します」と挨拶してから、扉を開けた。

            　中には、一人の女子生徒がいた。

            　椅子に座り、キャンバスに向かって鉛筆を走らせている女子生徒。染めた髪に、アイシャドーをした目もとは、一見するとギャルっぽい。

            　ただ、何より目を奪われたのは表情だった。

            　彼女は笑顔だった。絵を描くのが楽しくて仕方ないって顔で、手を動かしていた。

            「――――」

            　言葉をなくしてしまった。

            　そして同時に、自分の中で忘れかけていた何かを思い出した。

            「うん？」

            　彼女はこちらの存在に気づくと、驚いたように立ち上がった。そして「わぁぁ」とよくわからない歓喜の声をあげながら駆け寄ってくる。

            「ねぇねぇ、もしかして、入部希望の子かな？」

            「え、あ、はい」

            　テンションの高さに戸惑ってしまう。

            「わぁぁ、嬉しいっ！」

            　まだ入部しますと宣言したわけでもないのに、彼女は両手を握って握手をしてきた。そしてその手を上下にぶんぶんと振るので、体ごと揺さぶられて酔いそうになる。

            「ちっちゃくて可愛いっ！」

            「ちっちゃいって言うな！」

            　自分がもっとも気にしてることを言われてたせいで、思わずいつもの調子で応戦してしまった。

            　一年生にそんなことを言われたにも関わらず、彼女は笑顔のままで「かわいいっ」と言い続けていた。

            　なんだか馬鹿らしくなった。

            　ため息をついたあと、気になったので彼女が描いていた絵を見た。

            「……なに、これ」

            　またしても、衝撃を受けた。

            　しかも以前のよりも圧倒的に強い衝撃だった。その絵は今まで自分が見てきた中で、最も奇抜で独特で、さらに言えばヘンテコだった。

            　でも間違いなくすごかった。他の誰にも描けないもので、才能しか感じなかった。

            「っ」

            　それはあのときと同じ気持ち。努力なんかじゃどうにもならないって現実を突きつけられた。　

            　まさか、こんなところでも……。

            「それ、気に入ってくれた？」

            　人の気も知らないで、当人は相変わらずの笑顔でそんなことを質問してくる。

            「……まあ」

            　素直に答えるのも癪だったけど、誤魔化すのはもっと嫌だった。

            「ならさ、一緒に描こっ」

            「はぁ？」

            　ちっとも『なら』じゃない。会話が繋がってない。

            　断ろうとしたのに、彼女は勝手に準備を始めてしまい、準備室からキャンバスと椅子を持ってくるとそれを自分と向き合うようにセットした。

            「座ってぇ。自由に描いていいからね」

            　必要な道具も全部渡されてしまえば、もう断ることはできなかった。

            　椅子に座って真っ白なキャンバスと向き合う。何を描けばいいか、まるでわからない。急に好きなように描けと言われても、筆を動かせるわけがないんだ。

            　だから自然と目に入ってしまう。ずっと笑顔で絵を描き続ける彼女の姿が。

            「……楽しそうですね」

            　ついそんな嫌味を口走ってしまったけど、彼女はそれに気づかず「あはは」と笑った。

            「よく言われるんだぁ。でもねー、本当に楽しいんだよ」

            　その言葉には一切の嘘偽りがなく、嫌味を言ったことが急激に恥ずかしくなった。

            「でもね――わかるでしょぉ？」

            　無邪気にそう同意を求められて、言葉に詰まってしまった。

            　ずっと上達することだけを考えてきた。褒められることに必死で、自分を大きく見せることに躍起になっていた。

            　楽しむという当たり前のことを、ずっと忘れていた。

            「……馬鹿っぽい」

            　気づけば笑っていた。それは自嘲で、こんな当然なことを忘れていた自分が馬鹿らしくなった。

            　でも彼女はそれも自身に向けられた言葉だと思ったようだ。

            「それもねぇ、よく言われるんだぁ」

            「だと思う」

            「あはは」

            　自然と手が動いた。構図も何も考えてないのに、筆を走らせることに迷いが出てこなくて、自分でも驚いてしまう。

            　私は本当に久しぶりに、自分が思うままに絵を描いた。

            　それは笑って絵を描く少女の絵だった。

            　

            　そうして私はそのまま美術部に入部した。

            　部員は私と伊々田先輩の二人だけ。他の部員はいないのかと聞くと、皆やめてしまったんだと答えられてしまった。

            「なんかね、私といると辛いんだって……」

            　目を伏せて、伊々田先輩はそう落ち込んでいたけど、私は去って行った部員を責める気にはなれなかった。

            　こんな才能を見せつけられて、しかもその当人はただ楽しんでいるだけとなれば、やってられないと投げ出したくなる気持ちは痛いほどわかる。

            　当人はそういう自覚がないから、未だに何がいけなかったのかとウジウジと悩んでいるようだった。

            「私はずっといますから、それでいいでしょうが」

            　柄にもないことを言ってしまったのは、落ち込む伊々田先輩を励ましたかったという気持ちもあるけど、彼女がどこの誰かもわからない人たちに気持ちを向けている事実が気にくわなかったから。

            　伊々田先輩はその言葉に表情を明るくすると抱きついてきた。

            「もなぁぁぁ」

            「ひ、ひっつくなっ」

            「照れてるぅ。可愛いなー」

            　スキンシップが多い伊々田先輩との部活動は、こんなやりとりの連続だった。

            　もちろん、絵は描き続けた。二人で美術室に籠もって、下校時間ギリギリまで絵を描いて、それを見せ合うというのが日課になっていった。

            　それはとても楽しい時間だった。

            　二年生に進学すると、さすがに新入部員を入れないとまずいと思って、二人で慣れない勧誘活動をした。でも、そのおかげで三人の一年生が入部してくれた。

            　ちなみに、伊々田先輩は天才肌なので教える技術はちっともなく、一年生の指導は私が担当することになった。

            　三人とも美術はほぼ未経験で、まるでスポンジのように色んな技術を身につけていった。

            　部活に顔を出せば『教えてください』と頼まれ、絵を見せると『すごいですね！』と感心してもらえる。それは照れくさかったけど、幸せな時間だった。

            　伊々田先輩も『萌奈は描くのも教えるのも上手だよねぇ』なんて褒めてくれた。

            　だから、怖くなった。

            　

            　正直、その恐怖はずっとあった。

            　美術部の活動では、作品をどこかに展示してもらうことになっていた。普通ならそれは誇らしいことだと思うし、自分の作品だって他人に見られて恥ずかしいものじゃないという自負はあった。

            　でも、ずっと怖かった。

            　伊々田先輩と一緒に描いているという事実。伊々田先輩の後輩だという事実。それは自分にとってはとてつもないプレッシャーだった。

            　自分の作品は、先輩の作品と並んでいいのか？

            　屈辱的な自問に、明瞭な自答はなかった。

            　一年生の頃はまだよかった。でも二年生になり、後輩ができて、それは一挙に増幅した。先輩はもちろん、後輩たちにも失望されたくなかった。

            　そんな恐怖のせいで、次第に部室に足を運ばなくなった。

            　そのくせ、家に帰って一人になれば、怖くて何を描いていいかわからなくなった。

            　作品を展示するたびに、その恐怖は増大していく。

            　そしてついに――私は何も描けなかった。

            　真っ白なキャンバスを見つめながら、ただただ自分に絶望した。絵しかなかったくせに、一度捨てようとして先輩に救われてまたしがみついたくせに、ついに何も生み出せなくなった。

            　あの緩い部活動でも、絵を描くことは絶対条件。

            「……嫌」

            　見捨てられる。

            　失望される。

            　全てを失ってしまう。それがどうしようもなく怖かった。だから、なんとかしないといけない。でも、もう作品を仕上げる時間は残っていなかった。

            　そのとき、ある考えが浮かんだ。時間稼ぎができる方法――。

            「……やるしかない」

            　やっちゃいけないことだ。先輩にも、後輩にも心配をかける。そんなこと、わかってた。

            　でも、それでも、私にはもうそれしかなかった。

            　先輩に嫌われたくなかった。

            　

            「……結局、全部バレるなんてね」

            　美術展の帰り。先輩と二人並んで歩きながら、あの一年生の顔を思い浮かべる。

            　真相に勘づいてることはわかっていたけど、まさか先輩と結託しているなんて……。完全にやられた。あの、なんてことないですって顔が生意気。

            「今度会ったら、嫌味言ってやる」

            「もうー、萌奈ったらダメだよぉ。妹ちゃんたちにはむしろお礼を言わなきゃ」

            「絶対に嫌です」

            　ぷいっと顔を背けて拒否する。あの演劇部の三人組にお礼を言うなんて、自分のプライドが許さない。

            「ところで、先輩」

            「うん？」

            「本当に、怒ってないんですか？」

            　本当を言えば声が震えてしまうほど、その確認をするのは怖かった。でも、しないといけない。あの場では許してくれたけど、先輩の胸の内はわからなかった。

            　ビクビクとする私をよそに、先輩は「あはは」と笑うと、スキップをしながら私の数歩先を進んでいく。

            　そしてくるっと体を回転させて指さしてきた。

            「萌奈は可愛い！」

            「……はぁ？」

            「だから、許す！」

            　この人が意味不明なのは今に始まった話じゃないけど、ここまでわけがわからないのは初めてかもしれない。

            　でもそんな態度に、余計な心配をしてしまっていた自分が馬鹿らしくなった。

            「なら、いいです」

            「うん。気にしないで」

            　馬鹿っぽいけど、どこまでも私のことを見抜いていた人。それでいて、今こうして、変わらない態度で接してくれている。

            　それだけでもう十分だった。

            「でも……迷惑をかけたのは事実だから」

            「うん？　気にしないでって言ったよ」

            「それは私が嫌なんです。何か一つ、言うことききます。言ってください」

            　けじめだった。さすがに頭突きだけで済ませていい話じゃない。

            　だから、いつもは生意気ばっかり言ってるけど、今日だけは先輩のお願いを聞いてあげようと思った。

            　私の申し出に先輩は戸惑っていたけど「いいの？」と、珍しく恥ずかしそうにした。

            「はい」

            「じゃ、じゃあね」

            　顔を赤くした先輩が私に近づいてきて、急に手を握ってきた。予想外のことに私も戸惑ってしまって「え、え」と声を漏らしてしまう。

            　ただ先輩が見たこともないくらい真剣な眼差しを向けていたので、それもできなくなって、ごくりと唾を飲んだ。

            「実は、ずっと萌奈に言いたかったことがあったの。聞いてくれる？」

            　不安そうに、そしてどこか期待するようにそんな確認をしてくる。

            「はい」

            　そう答えるしかなかった。

            　そして私も何かを期待していた。

            「あのね、実は私……萌奈に」

            　顔を赤くした先輩が、ゆっくりと顔を近づけてくる。

            　こ、これって……。

            「――ヌードモデルになって欲しいの！」

            　…………。

            「……え」

            「あのね、ずっとそう思ってたのっ！　でも、萌奈ってちっちゃいから、そういうの言い出しづらくてね。他の子なら平気だったんだけど。だからね！　今日は勇気出してみたんだ！」

            「…………」

            「お願いっ！　ヌードになって！」

            　自分の中で昂ぶっていた感情が一気に静まっていき、鼓動も穏やかになっていく。そんな冷え切った私を、期待で鼻を膨らませた先輩がじっと見つめていた。

            　人の気もしらないで……。

            　スゥッと大きく息を吸い込んで、これ以上ないほど大きな声で叫んだ。

            「――バカッ！」

            　

            　

            【完】

            


        
    

    
        あとがき

        　

        　

        　この度は『今日も屋上で待ってます』を手に取っていただき、ありがとうございます。

        　

        　この作品は二編の短編小説からなる、百合×ミステリー×日常の謎の短編集となります。

        　鈍感系主人公・愛と、彼女に色々思うことがあるのに口にはできないコミュ障な四季、そんな二人を面白がってる季節の三人がレギュラーで頑張ってくれました。

        　個人的に日常の謎や青春ミステリーというものに、ティーンの時代に非常に引きこまれ、数あるミステリーのジャンルでも一番好きなものなので、このような形にできて良かったです。

        　各作品について少し解説を。

        　

        『碧眼組合』

        　ミステリーに少し詳しい方であるなら、タイトルを見た段階でこれがパロディであることと、もしかしたら真相の一部までも見抜けたんじゃないかと思います。

        　シャーロックホームズシリーズの名作のパロディ作品で、自分ならあの特殊な状況にどう解釈をつけるかに挑戦しました。

        　最後まで見抜かれたなら悔しいところ。

        　

        『虚色の絵画』

        　嘘に嘘を重ねていく物語でした。どの嘘をとるか、みたいな話しであると同時に、一種の多重解決ものとなります。いくつか仮説を用意し、それっぽく見せかけながら、次々棄却して結論に辿りつくという流れです。

        　美術部の二人の名前には有名な絵画や画家を入れました。

        　

        　さて今回の作品以外でも、キンドルで『ブラックマリア』『花園に来たる嵐』という百合×ミステリーの作品を発売中です。そちらもぜひどうぞ。

        　

        　この作品の表紙はピクシブなどで活躍されている柏原えん先生にお願いしました。愛も四季もとても可愛らしく、二人に命を吹き込んでいただいたこと、この場を借りてお礼申し上げます。ありがとうございました。

        　

        　最後に改めて――

        　ここまでお付き合いいただき、ありがとうございました。

        　

        令和二年二月某日

        夢見　絵空
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